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中
国
製
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
農
薬
中
毒
事
件
は
、
そ

の
原
因
を
め
ぐ
っ
て
日
中
両
国
が
対
立
す
る
構
図

に
な
っ
た
ま
ま
、
膠
着
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ

た
。
今
回
の
問
題
は
、
国
境
を
越
え
た
食
の
安
全

を
め
ぐ
る
リ
ス
ク
分
析
、
特
に
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

難
し
さ
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
。

原
因
の
追
求
は
別
に
し
て
、
今
回
の
事
件
発
生
で
、
学
校
給
食

に
も
多
く
の
中
国
産
冷
凍
食
品
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
文
部
科
学
省
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
天
洋
食
品
製
造

の
食
品
だ
け
で
も
、
全
国
三
三
道
県
六
〇
六
校
が
利
用
し
て
い
た

と
い
う
。
食
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
特
に
中
国
へ
の
依
存
が
高
ま
る

中
で
学
校
給
食
が
例
外
で
あ
る
は
ず
は
な
い
が
、
チ
ン
弁
当
（
冷

凍
食
品
を
電
子
レ
ン
ジ
で
解
凍
し
て
作
る
家
庭
の
弁
当
）
で
は
な

い
、
手
作
り
の
昼
食
を
子
供
た
ち
が
給
食
で
食
べ
て
い
る
も
の
と

思
い
込
ん
で
い
た
保
護
者
も
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

冷
凍
食
品
そ
の
も
の
は
、
添
加
剤
を
使
わ
な
く
て
す
む
と
い
う

点
で
、
支
持
す
る
学
校
関
係
者
も
い
る
が
、
調
理
時
間
の
短
縮
な

ど
簡
便
化
と
い
う
面
で
導
入
が
進
ん
で
き
た
こ
と
も
事
実
だ
ろ

う
。
こ
の
背
景
に
調
理
方
式
が
自
校
方
式
か
ら
給
食
セ
ン
タ
ー
方

式
へ
と
移
行
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
方
式
と
は
、
一

カ
所
で
調
理
し
て
複
数
の
学
校
に
配
送
す
る
方
式
で
あ
る
。
文
部

科
学
省
に
よ
る
と
、
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
は
公
立
小
中
学
校
の
約

五
五
％
の
一
万
六
三
四
五
校
、
自
校
方
式
は
四
四
％
の
一
万
三
一

三
七
校
だ
が
、
天
洋
食
品
製
を
使
用
し
て
い
た
八
割
以
上
は
セ
ン

タ
ー
方
式
だ
っ
た
。
配
送
時
間
が
必
要
な
ど
の
た
め
調
理
時
間
が

十
分
に
取
り
に
く
い
セ
ン
タ
ー
方
式
は
、
外
国
産
を
含
む
冷
凍
食

品
の
使
用
割
合
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
。

一
方
、
中
国
産
の
食
材
を
使
う
理
由
は
、
明
確
に
「
安
さ
」
だ

ろ
う
。
保
護
者
が
負
担
す
る
給
食
費
は
小
学
校
で
月
額
約
四
千

円
、
中
学
校
で
は
約
四
千
五
〇
〇
円
で
、
年
間
そ
れ
ぞ
れ
一
八
九

食
、
一
八
六
食
な
の
で
、
一
食
当
た
り
ほ
ぼ
二
五
〇
円
か
ら
二
九

〇
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
食
材
費
の
み
で
、
調
理
の
人

件
費
や
、
食
器
購
入
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
は
税
金
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
予
算
で
は
安
い
食
材
を
探
す
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
今
回
の
問
題
で
国
産
に
切
り
替
え

た
と
こ
ろ
な
ど
で
は
、
最
近
の
食
品
の
値
上
げ
も
あ
り
、
給
食
費

の
値
上
げ
に
踏
み
切
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
九
年
に
制
定
さ
れ
た
学
校
給

食
法
の
第
二
条
に
お
い
て
、「
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
教
育
の

目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
目
標
の
達
成
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一
、
日
常

生
活
に
お
け
る
食
事
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
と
望
ま
し
い
習
慣

を
養
う
こ
と
。
二
、
学
校
生
活
を
豊
か
に
し
、
明
る
い
社
交
性
を

養
う
こ
と
。
三
、
食
生
活
の
合
理
化
、
栄
養
の
改
善
及
び
健
康
の

中
国
製
ギ
ョ
ー
ザ
中
毒
事
件
と
学
校
給
食
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増
進
を
図
る
こ
と
。
四
、
食
糧
の
生
産
、
配
分
お
よ
び
消
費
に
つ

い
て
、
正
し
い
理
解
に
導
く
こ
と
。
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
学

校
給
食
は
教
育
の
一
環
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
学
校
給
食
法
の
改
定
を
も
意
図
し
て
今
年
一
月
に
公
表
さ

れ
た
中
教
審
答
申
で
は
、「
食
育
を
推
進
す
る
上
で
、
学
校
の
教
育

活
動
全
体
を
通
じ
て
、
学
校
給
食
の
教
育
的
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
組
が
求
め
ら
れ
る
」
と
し

て
、更
な
る
教
育
的
な
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。具
体
的
に
は
、

「
地
場
産
物
を
活
用
し
た
り
、
地
域
の
郷
土
食
や
行
事
食
を
提
供

す
る
こ
と
を
通
じ
、
地
域
の
文
化
や
伝
統
に
対
す
る
理
解
と
関
心

を
深
め
、
食
に
関
す
る
感
謝
の
念
を
は
ぐ
く
む
こ
と
」
や
、「
給
食

の
時
間
の
ほ
か
、
各
教
科
や
道
徳
、
特
別
活
動
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
等
に
お
け
る
食
に
関
連
す
る
学
習
内
容
相
互
の
緊
密
な
連

携
を
図
」る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
食
育
基
本
法（
平
成
十
七
年
）

に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
食
育
推
進
基
本
計
画
に
は
、
学
校
給
食
に

お
け
る
地
場
産
物
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
当
該
都
道
府
県
の

地
場
産
使
用
割
合
を
平
成
二
二
年
ま
で
に
三
〇
％
以
上
と
す
る
目

標
を
掲
げ
て
さ
え
い
る
。
意
気
込
み
は
良
い
が
、
そ
れ
を
現
実
化

さ
せ
る
手
立
て
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
以
前
は
あ
っ
た
牛
乳
へ

の
直
接
補
助
も
廃
止
さ
れ
て
久
し
い
。

さ
ら
に
、
食
育
を
担
当
す
る
栄
養
教
諭
制
度
が
創
設
さ
れ
、
学

校
栄
養
職
員
か
ら
の
移
行
が
望
ま
れ
る
と
し
て
い
な
が
ら
、
現
実

に
は
一
二
三
〇
五
人
の
栄
養
職
員
に
対
し
、
栄
養
教
諭
は
三
一
六

人
に
過
ぎ
な
い
。
東
京
都
で
は
こ
の
四
月
に
よ
う
や
く
採
用
さ
れ

る
。
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
都
会
の
真
ん
中
に
あ
る
荒
川
区
立
ひ
ぐ
ら
し

小
学
校
が
、
大
変
豊
か
な
食
農
教
育
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
驚

か
さ
れ
る
。
給
食
の
食
べ
残
し
で
ミ
ミ
ズ
を
飼
育
し
、
バ
ケ
ツ
稲

や
ト
マ
ト
を
栽
培
し
た
り
、
牛
乳
の
勉
強
で
は
牛
乳
の
栄
養
価
値

の
み
で
は
な
く
、
毎
日
飲
む
二
〇
〇
ｃ
ｃ
の
牛
乳
を
作
り
出
す
の

に
必
要
な
一
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
の
牛
の
血
液
を
表
す
の
に
、
赤
い
液

が
入
っ
た
二
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
五
〇
本
並
べ
た
り
、

牛
の
第
一
胃
一
五
〇
リ
ッ
ト
ル
を
ゴ
ミ
袋
で
作
っ
た
り
、
は
て
は

焼
肉
屋
を
経
営
し
て
い
る
保
護
者
の
協
力
の
下
、
牛
の
四
つ
の
胃

を
実
際
に
観
察
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
行
っ
て
い
る
。
様
々

に
工
夫
さ
れ
た
食
育
は
各
教
科
に
ま
た
が
り
、
総
合
的
な
学
習
時

間
が
足
り
な
い
ほ
ど
だ
と
い
う
。
安
易
な
ゆ
と
り
教
育
の
見
直
し

に
も
一
石
を
投
じ
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
が
可

能
な
の
も
、
自
校
方
式
で
独
自
の
献
立
の
給
食
を
提
供
し
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。

ほ
ぼ
全
員
の
小
学
生
が
、
完
全
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
日
本
の
給

食
制
度
は
、
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
財
産
と
し
て
、
も
っ
と
大
事

に
し
た
い
も
の
だ
。
団
塊
の
世
代
は
、
給
食
の
脱
脂
粉
乳
が
い
か

に
ま
ず
か
っ
た
か
で
盛
り
上
が
る
が
、
今
の
子
供
た
ち
が
大
人
に

な
っ
た
時
に
は
、
給
食
が
い
か
に
お
い
し
か
っ
た
か
で
盛
り
上
が

っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

（
Ｓ
Ｋ
）
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１
、
二
〇
〇
八
年
度
国
家
予
算
の
概
要

二
〇
〇
八
年
度
の
国
家
予
算
の
概
要
は
、
表
１
で
示
す
よ
う
に

そ
の
総
額
は
八
三
・
〇
兆
円
で
あ
り
、前
年
度（
八
二
・
九
兆
円
）

と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
。
そ
の
歳
入
は
税
収
が
五
三
・
六
兆
円
、
国

債
収
入
が
二
五
・
三
兆
円
で
あ
る
。
ま
た
歳
出
で
は
、
国
債
費
が

二
〇
・
一
兆
円
、
地
方
交
付
税
等
が
一
五
・
六
兆
円
で
あ
り
、
政

策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
四
七
・
二
兆
円
に
な
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
度
の
国
家
予
算
の
概
要
は
全
体
と
し
て
は
二
〇
〇

七
年
度
と
大
き
な
ち
が
い
は
な
い
。
し
か
し
、
中
長
期
的
に
み
る

な
ら
ば
日
本
の
国
家
予
算
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
従
来
と
は

異
な
る
展
開
を
示
し
て
お
り
、
二
〇
〇
八
年
度
予
算
も
そ
の
延
長

線
上
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
一
九
八
〇
年
代

以
降
の
国
家
財
政
（
一
般
会
計
）
の
動
向
を
示
し
た
図
１
を
み
る

と
分
か
り
や
す
い
。
同
図
か
ら
は
次
の
三
つ
の
こ
と
が
指
摘
で
き

よ
う
。

第
一
は
一
般
会
計
歳
出
総
額
の
推
移
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代

に
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
景
気
対
策
も
あ
っ
て
、
歳
出
総
額
は

六
九
・
三
兆
円
（
一
九
九
〇
年
度
）
か
ら
八
九
・
三
兆
円
（
二
〇

〇
〇
年
度
）
へ
と
急
激
に
上
昇
し
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
〇

〇
年
代
に
入
る
と
財
政
危
機
の
深
刻
化
を
背
景
に
し
た
構
造
改
革

路
線
の
も
と
で
、
一
般
会
計
歳
出
は
一
転
し
て
抑
制
基
調
と
な
り

歳
出
水
準
も
八
二
〜
八
五
兆
円
程
度
が
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
は
国
税
収
入
の
変
化
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
景

気
停
滞
と
所
得
税
・
法
人
税
の
減
税
政
策
（
後
述
）
も
あ
っ
て
、

国
税
収
入
は
ピ
ー
ク
の
六
〇
・
一
兆
円
（
一
九
九
〇
年
度
）
か
ら

そ
の
後
ほ
ぼ
一
貫
し
て
低
下
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
〇
三
年
度
に
は

四
三
・
三
兆
円
に
ま
で
落
ち
こ
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
〇
四

年
度
以
降
に
な
る
と
一
定
の
景
気
回
復
の
中
で
国
税
収
入
は
再
び

上
昇
基
調
に
な
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
八
年
度
に
は
五
三
・
六
兆
円

へ
上
昇
し
ボ
ト
ム
の
二
〇
〇
三
年
度
に
比
べ
る
と
一
〇
兆
円
も
増

加
す
る
こ
と
に
な
る
。

現
代
日
本
財
政
と
二
〇
〇
八
年
度
予
算

中
央
大
学
教
授

関
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図１　一般会計税収、歳出総額及び公債発行額の推移 

注）06年度までは決算、07年度は補正後予算、08年度は当初予算。 
出所）財務省資料。 
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第
三
は
国
債
発
行
額
お
よ
び
国
債
依
存
率
の
変
化
で
あ
る
。
一

九
九
〇
年
代
以
降
に
お
い
て
は
歳
出
増
加
と
国
税
収
入
の
減
少
に

よ
っ
て
、
新
規
国
債
発
行
額
（
財
政
赤
字
）
は
急
速
に
増
加
し
て

き
た
。
と
く
に
一
九
九
八
年
度
か
ら
二
〇
〇
五
年
度
に
か
け
て
は

毎
年
度
三
〇
兆
円
台
の
新
規
国
債
発
行
が
行
な
わ
れ
て
き
て
お

り
、
歳
入
の
国
債
依
存
率
も
ピ
ー
ク
時
（
二
〇
〇
三
年
度
、
〇
四

年
度
）
に
は
四
四
・
六
％
に
達
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
〇
五

年
度
以
降
に
は
国
税
収
入
が
好
調
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
国
債
発
行

額
も
減
少
し
て
二
五
兆
円
前
後
に
な
っ
て
お
り
、
国
債
依
存
率
も

二
〇
〇
八
年
度
に
は
三
〇
・
五
％
に
低
下
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
近
年
の
日
本
の
国
家
予
算
は
従
来
に
比
べ
る
と
新

た
な
様
相
を
持
ち
始
め
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
二
〇
〇
八
年

度
現
在
に
お
け
る
国
家
財
政
の
状
況
と
特
徴
を
歳
出
構
造
（
第
二

節
）、歳
入
構
造
（
第
三
節
）、財
政
収
支
と
財
政
持
続
可
能
性
（
第

表１ ２００８年度予算のフレーム
（億円）

注）当初予算。
出所）財務省資料。

表２ ２００８年度一般会計歳出の内訳

出所）財務省資料。
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四
節
）
に
つ
い
て
簡
単
に
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

２
、
国
の
歳
出
構
造
と
特
徴

二
〇
〇
八
年
度
一
般
会
計
・
歳
出
予
算
の
構
成
は
表
２
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
歳
出
総
額
八
三
・
〇
兆
円
の
う

ち
国
債
費
が
二
〇
・
一
兆
円
（
二
四
・
二
％
）、地
方
交
付
税
等
が

一
五
・
六
兆
円
（
一
八
・
八
％
）
で
あ
り
、
一
般
歳
出
は
四
七
・

二
兆
円
（
五
六
・
九
％
）
で
あ
る
。
一
般
歳
出
の
中
で
の
主
要
経

費
を
順
に
み
る
と
社
会
保
障
関
係
費
二
一
・
八
兆
円
（
二
六
・
二

％
）、公
共
事
業
関
係
費
六
・
七
兆
円
（
八
・
一
％
）、文
教
及
び
科

学
振
興
費
五
・
三
兆
円
（
六
・
四
％
）、防
衛
関
係
費
四
・
八
兆
円

（
五
・
七
％
）、等
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
表
３
は
一
九
九
〇
年
度
以
降
に
お
け
る
一
般
会
計
の

主
要
経
費
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
か
ら
は
二
つ
の
こ

と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
一
つ
は
、
国
の
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般

歳
出
は
今
日
で
は
一
般
会
計
歳
出
の
五
割
強
の
水
準
に
す
ぎ
な
い

こ
と
で
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
度
以
降
も
五
六
％
程
度
に
あ
る
。
こ

れ
は
主
要
に
は
国
債
残
高
増
加
に
と
も
な
っ
て
国
債
費
（
利
払
費

と
元
金
償
還
費
）
の
比
重
が
上
昇
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
表
４

に
よ
れ
ば
国
債
残
高
が
七
〇
兆
円
程
度
で
あ
っ
た
一
九
八
〇
年
度

に
は
一
般
会
計
に
占
め
る
国
債
費
の
比
重
は
一
二
・
六
％
で
あ
っ

た
が
、
国
債
残
高
の
増
加
し
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
は
国
債
費

の
比
重
は
二
〇
％
台
に
上
昇
し
て
い
る
。
と
は
い
え
こ
の
国
債
費

表３ 一般会計主要経費の推移
（兆円）

注）２００４年度までは決算、０７，０８年度は当初予算。
出所）財務省『財政統計』平成１８年度、財務省資料より。
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も
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
け
る
異
常
な
低
金
利
水
準
の
恩
恵
を
受

け
、
結
果
的
に
過
少
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
ち
な
み
に
一
九
九
〇
年
度
と
二
〇
〇
八
年
度
を
比
べ
る
と
、

国
債
残
高
は
一
六
六
兆
円
か
ら
五
五
三
兆
円
へ
と
三
倍
以
上
に
増

加
し
て
い
る
の
に
、
国
債
利
払
費
は
一
〇
・
八
兆
円
か
ら
九
・
三

兆
円
へ
と
逆
に
縮
小
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、

本
格
的
な
景
気
回
復
な
ど
で
金
利
水
準
が
も
し
上
昇
す
れ
ば
、
一

般
会
計
に
対
す
る
国
債
費
の
重
圧
は
今
日
以
上
に
深
刻
な
も
の
と

な
る
危
険
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

さ
て
表
３
で
注
意
す
べ
き
い
ま
一
つ
の
こ
と
は
、
主
要
経
費
の

中
で
社
会
保
障
関
係
費
と
公
共
事
業
関
係
費
が
対
照
的
な
推
移
を

示
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
社
会
保
障
関
係
費
は
一
九
九

〇
年
代
以
降
持
続
的
な
増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
度
予
算

で
は
二
一
・
八
兆
円
へ
と
一
九
九
〇
年
度
の
水
準
に
比
べ
て
倍
増

し
て
い
る
。
一
方
、
公
共
事
業
関
係
費
は
二
〇
〇
〇
年
度
に
は
一

一
・
九
兆
円
の
規
模
に
ま
で
増
加
し
た
が
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ

て
減
少
し
て
お
り
、
二
〇
〇
八
年
度
予
算
で
は
六
・
七
兆
円
へ
と

一
九
九
〇
年
度
の
水
準
に
ま
で
縮
小
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
般
会
計
に
お
け
る
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
は
、
高
齢
化
社

会
の
進
行
と
い
う
状
況
の
中
で
は
あ
る
意
味
で
は
当
然
の
現
象
で

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
経
費
が
増
加
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
表
５
は
一
九
九
〇
年
度
以
降
の
社
会
保
障
関
係
費
の

内
訳
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
に
よ
れ
ば
社
会
保
障

表４ 国債費と利払費の推移
（兆円）

注）２００４年度までは決算、０７，０８年度は当初予算。
出所）表３に同じ。
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表５ 社会保障関係費の内訳と推移
（１０億円）

注）２００４年度までは決算、０７，０８年度は当初予算。
出所）表３に同じ。

表６ 公共事業関係費の内訳と推移
(%)

注）２００４年度までは決算、０７，０８年度は当初予算。
出所）表３に同じ。
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関
係
費
の
中
で
も
と
く
に
社
会
保
険
費
の
比
重
が
高
く
、
そ
の
伸

び
も
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
社
会
保
険
費
の
比
重
は
一
九
九
〇

年
度
の
六
二
％
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
に
は
八
〇
％
に
ま
で
上
昇
し

て
い
る
。
今
日
の
日
本
財
政
で
は
、
年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど
の

社
会
保
障
給
付
は
社
会
保
険
シ
ス
テ
ム
で
供
給
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
高
齢
化
社
会
の
進
行
と
と
も
に
こ
う
し
た
社
会
保
険
シ
ス
テ

ム
を
支
え
る
国
庫
負
担
も
傾
向
的
に
増
加
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、
社
会
保
険
費
の
比
重
の
増
加
は
こ
の
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

次
に
公
共
事
業
関
係
費
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
こ
の
間
公
共

事
業
関
係
費
が
や
や
大
き
く
変
動
し
て
い
る
こ
と
の
要
因
と
し
て

は
、
一
般
に
公
共
事
業
関
係
費
は
社
会
保
障
関
係
費
に
比
べ
る
と

政
府
の
政
策
的
裁
量
の
余
地
が
大
き
い
こ
と
、
ま
た
日
本
で
は
景

気
対
策
や
地
方
・
農
村
経
済
対
策
と
し
て
公
共
事
業
が
重
視
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
公

共
事
業
関
係
費
の
内
訳
が
や
や
変
化
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な

い
。
表
６
に
よ
る
と
二
〇
〇
〇
年
度
ま
で
は
道
路
整
備
事
業
費
の

比
重
が
最
も
高
く
全
体
の
二
九
％
（
二
〇
〇
〇
年
度
）
も
占
め
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
同
事
業
は
二
〇
〇
四
〜
〇
八
年
度
に
は
二
二
％

程
度
に
低
下
し
て
い
る
。
逆
に
、
住
宅
都
市
環
境
整
備
費
が
二
〇

〇
〇
年
度
の
一
二
％
か
ら
二
〇
〇
七
、
〇
八
年
度
に
は
二
三
〜
二

四
％
に
な
り
、
公
共
事
業
関
係
費
の
最
大
項
目
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

３
、
国
の
歳
入
構
造
と
特
徴

次
に
一
般
会
計
歳
入
に
つ
い
て
国
税
収
入
と
国
債
発
行
の
動
向

か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

先
に
図
１
で
国
税
収
入
の
全
体
的
推
移
を
み
た
が
、
こ
こ
で
は

表
７
に
よ
っ
て
国
税
収
入
の
内
訳
の
変
化
に
も
注
目
し
て
お
こ

う
。
国
税
収
入
総
額
は
一
九
九
〇
年
度
の
六
二
・
七
兆
円
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
二
〇
〇
二
年
度
に
は
四
五
・
八
兆
円
ま
で
に
な
る

が
、
そ
の
後
や
や
回
復
し
て
二
〇
〇
七
、
〇
八
年
度
に
は
五
三
〜

五
五
兆
円
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
個
々
の
国
税
収
入
に
即
し
て
み

る
と
次
の
よ
う
な
特
徴
が
指
摘
で
き
よ
う
。

第
一
に
、
国
税
収
入
総
額
の
動
き
な
い
し
変
動
を
基
本
的
に
規

定
し
て
き
た
の
は
所
得
課
税
で
あ
る
所
得
税
と
法
人
税
で
あ
る
。

所
得
税
は
一
九
九
〇
年
度
に
は
実
に
二
五
・
九
兆
円
も
の
税
収
を

あ
げ
て
い
た
が
そ
の
後
一
貫
し
て
低
下
さ
せ
、
二
〇
〇
四
年
度
に

は
一
四
・
六
兆
円
へ
と
ピ
ー
ク
時
か
ら
一
〇
兆
円
も
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
法
人
税
も
一
九
九
〇
年
度
に
は
一
八
・
四
兆
円
の

税
収
を
あ
げ
て
い
た
が
二
〇
〇
二
年
度
に
は
九
・
五
兆
円
に
ま
で

減
少
さ
せ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
四
年
度
以
降
の
景
気
回
復
に
よ
っ

て
両
税
と
も
二
〇
〇
七
、
〇
八
年
度
に
は
一
六
兆
円
台
へ
と
や
や

上
昇
し
て
い
る
。

第
二
に
、
変
動
激
し
い
所
得
税
・
法
人
税
に
対
し
て
消
費
税
収

は
極
め
て
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
。
当
初
の
三
％
の
税
率
か
ら
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表７ 国税収入の内訳と推移
（兆円）

注）国税には印紙収入等も含む。０４年度までは決算、０７、０８年度は当初予算。
出所）財務省『財政金融統計月報』各年版より。

表８ 国税・地方税収入の推移
（兆円）

注）国税には印紙収入等も含む。０４年度までは決算、０７、０８年度は当初予算。
出所）財務省『財政金融統計月報』各年版、財務省資料より。
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一
九
九
七
年
度
以
降
五
％
の
税
率
（
う
ち
国
税
分
は
四
％
）
に
増

税
さ
れ
て
以
降
は
ほ
ぼ
一
〇
兆
円
前
後
の
税
収
を
持
続
的
に
あ
げ

て
い
る
。
こ
れ
は
所
得
税
・
法
人
税
の
課
税
ベ
ー
ス
が
景
気
の
影

響
を
受
け
や
す
い
所
得
（
法
人
利
潤
を
含
む
）
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
消
費
税
の
課
税
ベ
ー
ス
が
景
気
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
な
い

国
民
の
消
費
支
出
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
消
費
税
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
国
税
収
入
の
中
で
も

所
得
税
・
法
人
税
と
並
ぶ
基
幹
的
税
収
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
。

第
三
に
、
相
続
税
や
酒
税
な
ど
そ
の
他
の
国
税
収
入
は
大
き
な

変
化
は
な
く
、
ま
た
国
税
総
額
の
中
で
の
比
重
も
相
対
的
に
小
さ

い
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
所
得
税
お
よ
び
法
人
税
の
税
収
が
一
九
九
〇
年
代
以
降

減
少
し
て
き
た
の
は
、
一
面
で
は
確
か
に
長
期
経
済
停
滞
の
影
響

で
あ
る
が
、
他
面
で
は
意
図
的
な
い
し
政
策
的
な
減
税
に
よ
る
影

響
も
大
き
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
間
、
景
気
対
策
ま
た
は
経

済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
理
由
に
所
得
税
と
法
人
税
の
税
率
が
引
き
下

げ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
所
得
税
の
累
進
税
率
は
一

九
八
九
年
度
に
は
一
〇
〜
五
〇
％
の
五
段
階
で
あ
っ
た
が
、
一
九

九
九
年
度
以
降
に
は
一
〇
〜
三
七
％
の
四
段
階
に
軽
減
さ
れ
（
二

〇
〇
七
年
度
か
ら
は
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
と
も
な
っ
て
五
〜
四

〇
％
の
六
段
階
へ
）、法
人
税
率
も
一
九
八
九
年
度
ま
で
の
四
〇
％

か
ら
一
九
九
〇
年
度
に
三
七
・
五
％
へ
、
そ
し
て
一
九
九
九
年
度

よ
り
三
〇
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
税
率
引
き
下
げ
の
結
果
、
所
得
税
お
よ
び
法
人
税
の

所
得
弾
力
性
が
低
下
し
、
景
気
上
昇
が
あ
っ
て
も
か
つ
て
の
よ
う

な
税
収
増
加
は
望
め
な
く
な
っ
て
い
る
。
表
８
は
一
九
九
〇
年
度

以
降
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
国
税
・
地
方
税
収
入
の
推
移
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
。
国
税
・

地
方
税
収
入
の
合
計
額
は
一
九
九
〇
年
度
も
二
〇
〇
七
年
度
も
ほ

ぼ
同
じ
九
六
・
二
兆
円
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一

九
九
〇
年
度
の
四
四
九
兆
円
に
対
し
て
、
二
〇
〇
七
年
度
に
は
五

二
一
兆
円
も
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
間
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
七
〇
兆
円
以

上
増
加
し
て
い
る
の
に
、
そ
こ
か
ら
徴
収
で
き
る
税
収
は
変
化
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
租
税
収
入
の
比
率

も
一
九
九
〇
年
度
の
二
一
・
四
％
か
ら
二
〇
〇
七
年
度
に
は
一
八

・
四
％
に
低
下
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
わ
が
国
の
租
税
収
入
の
所

得
弾
力
性
は
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
影
響
は
地
方
税
に
比
べ
て
国
税
に
よ
り
顕
著
で
あ

る
。
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
地
方
税
収
入
の
比
率
は
こ
の
間
ほ
ぼ

七
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
の
に
、
国
税
収
入
の
比
率
は
一
四
％

（
一
九
九
〇
年
度
）
か
ら
一
〇
％
前
後
へ
と
低
下
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
地
方
税
に
比
べ
て
国
税
が
所
得
課
税
に
依
存
す
る
度
合
い

が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
度
以
降
の
景
気
回
復
に
よ
っ

て
確
か
に
国
税
収
入
は
一
定
の
上
昇
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
税
収

増
加
も
か
つ
て
の
よ
う
な
水
準
を
期
待
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
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で
あ
る
。

次
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
け
る
国
債
の
発
行
額
お
よ
び
国
債
残

高
の
推
移
を
表
９
に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
国
債
発
行
額
は
二
〇
〇
三
、
〇
四
年
度
の
三
六
兆
円
（
国
債

依
存
率
四
四
％
）
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
や
や
減
少
し
二
〇
〇
七
、

〇
八
年
度
に
は
二
五
兆
円
台
（
国
債
依
存
率
三
〇
％
）
に
な
っ
て

い
る
。
周
知
の
と
お
り
わ
が
国
の
国
債
に
は
建
設
国
債
と
赤
字
国

債
が
あ
る
。
建
設
国
債
と
は
財
政
法
第
四
条
但
し
書
き
に
基
づ
い

て
主
要
に
は
公
共
事
業
の
財
源
に
充
当
さ
れ
る
国
債
で
あ
り
、
赤

字
国
債
と
は
財
政
法
第
四
条
の
趣
旨
（
健
全
財
政
主
義
）
に
反
す

る
も
の
の
、
収
入
不
足
（
財
政
赤
字
）
を
補
う
た
め
に
年
度
ご
と

に
特
例
法
を
施
行
し
て
発
行
す
る
国
債
で
あ
る
。
建
設
国
債
（
四

条
国
債
）
に
せ
よ
赤
字
国
債
（
特
例
国
債
）
に
せ
よ
経
済
的
に
は

財
政
赤
字
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

そ
し
て
国
債
発
行
額
の
内
訳
を
み
る
と
、
建
設
国
債
は
二
〇
〇

〇
年
度
に
は
九
兆
円
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
に
公
共
事
業
関
係
費

が
縮
小
さ
れ
て
き
た
結
果
と
し
て
、
二
〇
〇
六
〜
〇
八
年
度
に
は

五
兆
円
台
に
低
下
し
て
い
る
。
一
方
、
赤
字
国
債
は
二
〇
〇
三
、

〇
四
年
度
に
は
三
〇
兆
円
台
に
も
の
ぼ
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇

七
、
〇
八
年
度
に
は
二
〇
兆
円
台
に
低
下
し
て
い
る
。

な
お
国
債
残
高
は
二
〇
〇
〇
年
度
の
三
六
七
兆
円
か
ら
二
〇
〇

八
年
度
に
は
五
五
三
兆
円
へ
と
引
き
続
き
増
加
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ

Ｐ
に
対
す
る
国
債
残
高
の
比
率
も
二
〇
〇
〇
年
度
の
七
二
・
九
％

表９ 国債発行額と国債残高の推移
（兆円）

注）当初予算ベース。国債残高は各年度末現在額、０７、０８年度は見込み。
出所）財務省主計局『我が国の財政事情』（２０年度政府案）２００７年１２月。
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か
ら
二
〇
〇
八
年
度
に
は
一
〇
五
・
〇
％
へ
と
上
昇
す
る
。
確
か

に
近
年
の
景
気
回
復
傾
向
で
分
母
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
大
き
く
な
る
た

め
、
国
債
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
二
〇
〇
五
年
度
以
降
そ
の
伸

び
を
や
や
緩
め
て
い

る
。
し
か
し
一
〇
五
％

と
い
う
比
率
は
先
進
諸

国
の
中
で
は
最
悪
の
水

準
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
。
ち
な
み
に

長
期
政
府
債
務
残
高

（
地
方
分
を
除
く
）
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
、
日
本

の
一
一
六
・
三
％
（
〇

七
年
度
）
に
対
し
て
、

ア
メ
リ
カ
五
八
・
二
％

（
〇
六
年
度
）、イ
ギ
リ

ス
三
七
・
五
％
（
〇
四

年
度
）、ド
イ
ツ
三
八
・

二
％
（
〇
六
年
度
）、フ

ラ
ン
ス
三
五
・
六
％（
〇

五
年
度
）で
あ
る（『
図
説

日
本
の
財
政

平
成
一
九

年
度
版
』東
洋
経
済
新
報
社
、

よ
り
）。

４
、
財
政
収
支
と
財
政
の
持
続
可
能
性

今
日
の
よ
う
に
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
国
債
残
高
の
比
率
が
高

ま
れ
ば
、
財
政
破
綻
の
可
能
性
も
完
全
に
は
無
視
で
き
な
い
し
、

ま
た
金
利
水
準
が
上
昇
傾
向
に
転
ず
れ
ば
国
債
金
利
負
担
の
急
増

か
ら
た
ち
ま
ち
財
政
危
機
が
顕
在
化
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ

う
。
さ
て
、
こ
う
し
た
中
で
政
府
や
財
務
省
で
近
年
重
視
さ
れ
て

き
て
い
る
の
は
基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）

の
均
衡
な
い
し
黒
字
化
を
め
ざ
す
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
基
礎
的

財
政
収
支
の
意
義
は
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。

国
の
歳
入
は
大
き
く
分
け
る
と
税
収
等
（
税
収
＋
そ
の
他
収

入
）
と
国
債
収
入
よ
り
な
り
、
歳
出
は
一
般
歳
出
等
（
一
般
歳
出

＋
地
方
交
付
税
等
）
と
国
債
費
（
利
払
費
＋
元
金
償
還
費
）
よ
り

な
る
。
通
常
の
財
政
収
支
は
税
収
等
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い

た
収
支
を
示
す
が
、
基
礎
的
財
政
収
支
と
は
税
収
等
か
ら
一
般
歳

出
等
を
差
し
引
い
た
収
支
の
こ
と
を
表
わ
す
。
つ
ま
り
基
礎
的
財

政
収
支
が
均
衡
し
て
い
れ
ば
、
一
般
歳
出
等
が
新
た
な
国
債
発
行

（
借
入
）
に
頼
ら
ず
に
税
収
等
の
み
で
ま
か
な
え
る
状
態
に
な

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
年
度
の
国
債
収
入
は
過
去
の
国
債
残
高

の
利
払
い
と
元
金
償
還
の
み
に
充
て
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
基

礎
的
財
政
収
支
が
均
衡
し
て
も
利
払
い
分
だ
け
は
国
債
残
高
は
増

加
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
が
国
債
残
高
の

表１０ 国・一般会計の基礎的財政収支の推移
（兆円）

注）一般歳出等とは、一般歳出＋地方交付税等。各年度とも当初予算。
出所）財務省資料より作成。
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平
均
利
子
率
（
金
利
水
準
）
を
上
回
っ
て
い
れ
ば
国
債
残
高
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
一
定
に
保
た
れ
る
（
発
散
し
な
い
）
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
に
基
礎
的
財
政
収
支
の
均
衡
な
い
し
黒
字
化
は
、
国
家
財
政
の

持
続
可
能
性
の
観
点
か
ら
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
表
１０
は
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
ま
で
の

国
（
一
般
会
計
）
の
当
初
予
算
で
の
基
礎
的
財
政
収
支
の
推
移
を

み
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
度
に
は
基
礎
的
財
政
収
支
は
約

二
〇
兆
円
の
赤
字
で
あ
っ
た
が
、
赤
字
規
模
は
そ
の
後
持
続
的
に

減
少
し
二
〇
〇
七
、
〇
八
年
度
に
は
五
兆
円
程
度
に
ま
で
縮
小
し

て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
景
気
回
復
に
よ
る
税
収
の
改
善
も
あ

る
が
、
政
府
の
歳
出
抑
制
方
針
も
反
映
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
内

閣
府
・
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
よ
る
『
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改

革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
六
』（
二
〇
〇
六
年
七
月
七
日
・
閣

議
決
定
）
で
は
、
二
〇
一
一
年
度
ま
で
に
国
・
地
方
の
基
礎
的
財

政
収
支
を
黒
字
化
す
る
こ
と
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
後
の
予

算
編
成
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。

と
は
い
え
二
〇
〇
八
年
度
以
降
に
お
い
て
果
た
し
て
、
政
府
が

想
定
な
い
し
期
待
し
て
い
る
よ
う
に
財
政
収
支
が
実
現
す
る
か
ど

う
か
は
か
な
り
怪
し
い
。
そ
こ
に
は
政
治
的
な
い
し
経
済
的
に
み

て
不
確
実
な
要
素
が
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
昨
年
の
参
議
院

選
挙
結
果
に
表
面
化
し
た
よ
う
に
歳
出
抑
制
に
対
す
る
国
民
や
地

方
の
不
満
を
無
視
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
問
題
や
原
油
高
を
発
端
に
し
た
世
界
的
な
景
気
後
退
の
可
能

性
が
高
い
こ
と
、
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
不
確
実
性
を
ふ
ま
え

た
財
政
収
支
の
展
望
に
関
連
し
て
は
、
二
〇
〇
八
年
一
月
一
七
日

の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
提
出
さ
れ
た
内
閣
府
資
料
（『
日
本
経

済
の
進
路
と
戦
略
』
参
考
資
料
）
が
参
考
に
な
る
。
そ
こ
で
は
経

済
面
で
は
成
長
シ
ナ
リ
オ
と
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
注
）、政
治
面
で

は
二
〇
〇
七
〜
一
一
年
度
の
平
均
歳
出
削
減
率
を
三
％
に
す
る
モ

表１１ 成長シナリオでの財政収支
（兆円）

出所）内閣府『日本経済の進路と戦略』（参考資料）、２００８年１月。

���������������現代日本財政と２００８年度予算

１５



デ
ル
と
一
％
に
す
る
モ
デ
ル
の
組
み
合
わ
せ
で
、
四
つ
の
パ
タ
ー

ン
の
財
政
収
支
を
試
算
し
て
い
る
。

政
府
の
期
待
す
る
成
長
シ
ナ
リ
オ
・
歳
出
削
減
率
三
％
に
よ
る

二
〇
〇
九
〜
一
一
年
度
の
財
政
収
支
は
表
１１
の
よ
う
に
な
る
。
二

〇
一
一
年
度
で
も
国
の
基
礎
的
財
政
収
支
は
五
・
六
兆
円
の
赤
字

で
あ
る
。
た
だ
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
国
一
・
四
％
の
赤
字
、
地
方

一
・
三
％
の
黒
字
で
、
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
基
礎
的
財
政
収
支

は
〇
・
一
％
の
赤
字
と
な
り
、『
基
本
方
針
二
〇
〇
六
』
の
想
定
は

ほ
ぼ
達
成
さ
れ
る
。

し
か
し
、
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
・
歳
出
削
減
率
一
％
の
ケ
ー
ス
で

は
表
１２
の
よ
う
に
な
る
。
二
〇
一
〇
、
一
一
年
度
に
お
け
る
国
の

基
礎
的
財
政
収
支
は
八
・
四
兆
円
の
赤
字
で
あ
り
、
国
債
発
行
額

も
再
び
三
〇
兆
円
台
に
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
一
年
度
の

基
礎
的
財
政
収
支
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
も
国
二
・
〇
％
の
赤
字
、
地

方
一
・
〇
％
の
黒
字
で
、
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
基
礎
的
財
政
収

支
は
一
・
〇
％
の
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
春
に
か
け
て
の
政
治
経
済
情
勢

を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
今
後
の
国
の
財
政
収
支
は
後
者
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
に
な
る
可
能
性
が
よ
り
高
い
の
で
は
な
い
か
。
わ
が
国
財

政
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
一
方
で
は
経
済
活
性

化
や
地
方
経
済
の
回
復
を
助
け
る
よ
う
に
歳
出
構
造
を
見
直
し
つ

つ
、
他
方
で
は
単
純
に
消
費
税
増
税
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、
所

得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
社
会
保
険
料
を
含
め
た
全
体
的
な
国

民
負
担
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

（
注
）
成
長
シ
ナ
リ
オ
と
は
、『
日
本
経
済
の
進
路
と
戦
略
』（
前
出
）
に
沿
っ
て
わ
が

国
の
潜
在
成
長
力
を
高
め
る
た
め
の
政
策
が
実
行
さ
れ
る
場
合
に
、
視
野
に

入
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
経
済
の
姿
と
さ
れ
、
〇
九
年
度
二
・
五
％
、
一
〇

年
度
二
・
九
％
、
一
一
年
度
三
・
三
％
の
成
長
率
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
と
は
、
上
記
の
政
策
の
効
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
ず
、

か
つ
世
界
経
済
の
減
速
な
ど
外
的
な
経
済
環
境
も
厳
し
い
も
の
と
な
る
場
合

の
経
済
の
姿
と
さ
れ
、
〇
九
年
度
二
・
〇
％
、
一
〇
年
度
一
・
八
％
、
一
一

年
度
一
・
八
％
の
成
長
率
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

表１２ リスクシナリオでの財政収支
（兆円）

出所）表１１に同じ。
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���������������
は
じ
め
に

政
府
・
与
党
は
二
〇
〇
七
年
一
二
月
初
旬
、
米
の
過
剰
処
理
対

策
で
あ
る
米
緊
急
対
策
の
実
施
と
「
農
政
改
革
」
三
対
策
の
う
ち

特
に
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
と
米
政
策
改
革
推
進
対
策
の
見

直
し
を
決
め
、
所
要
の
予
算
規
模
を
手
当
て
し
た
上
で
、
二
〇
〇

八
年
度
農
林
水
産
予
算
を
編
成
し
て
い
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

〇
八
年
度
農
林
水
産
予
算
は
、
〇
七
年
度
補
正
予
算
と
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
、「
農
政
改
革
」
見
直
し
を
ひ
と
つ
の
大
き
な
柱
と
す
る
予

算
と
と
ら
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
農
政
改
革
」
見
直
し
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
な
が

ら
、
二
〇
〇
八
年
度
農
林
水
産
予
算
の
特
徴
に
つ
い
て
見
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

１
、
二
〇
〇
八
年
度
農
林
水
産
予
算
の
特
徴

二
〇
〇
八
年
度
農
林
水
産
予
算
は
、
国
の
緊
縮
財
政
の
下
で
、

総
額
二
兆
六
三
七
〇
億
円
、
前
年
度
当
初
予
算
比
二
・
一
％
減
額

で
あ
り
、
四
年
つ
づ
き
で
三
兆
円
の
大
台
を
割
り
こ
む
こ
と
に
な

っ
た
。
と
く
に
一
般
公
共
事
業
費
は
、
公
共
事
業
か
ら
非
公
共
事

業
へ
の
振
り
替
え
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
当
初
予
算

比
二
・
九
％
減
額
と
な
っ
て
い
る
（
表
１
参
照
）。

〇
八
年
度
農
林
水
産
予
算
の
第
一
の
特
徴
は
、
以
上
の
よ
う

に
、
国
の
引
き
つ
づ
く
緊
縮
財
政
の
下
で
、
年
々
削
減
・
合
理
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
の
特
徴
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
〇
八
年
度
国
の
予
算
編

成
を
前
に
し
て
、
米
価
下
落
に
対
す
る
米
緊
急
対
策
を
決
め
、「
農

政
改
革
」
三
対
策
の
う
ち
、
と
く
に
品
目
横
断
的
な
経
営
安
定
対

策
と
米
政
策
改
革
推
進
対
策
の
見
直
し
の
枠
組
み
を
決
め
た
上

「
農
政
改
革
」
見
直
し
と

二
〇
〇
八
年
度
農
林
水
産
予
算

国
学
院
大
学
兼
任
講
師

神
山

安
雄

農村と都市をむすぶ２００８．４
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で
、
農
林
水
産
予
算
が
編
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
の
特
徴
は
、「
農
政
改
革
」
見
直
し
関
連
対
策
の
枠
組
み
が

決
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
〇
七
年
度
補
正
予
算
の
編
成
や
、
一
般

事
業
費
の
縮
減
・
合
理
化
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
交
付

金
の
支
出
元
で
あ
る
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
内
の
勘
定
間
の
融

通
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
使
っ
て
、
そ
の
財
源
の
捻
出
が
お

こ
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
表
２
、
表
３
、
表
４
参
照
）。

第
四
の
特
徴
は
、
農
林
水
産
予
算
の
総
額
で
の
縮
減
、「
農
政
改

革
」
見
直
し
関
連
対
策
の
財
源
確
保
と
い
う
下
で
、
そ
の
ほ
か
の

一
般
事
業
費
等
の
予
算
編
成
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

〇
八
年
度
農
林
水
産
予
算
の
重
点
事
項
（
表
５
、
表
６
参
照
）

は
、
①
強
い
農
業
づ
く
り
と
地
域
を
元
気
づ
け
る
農
山
漁
村
の
活

性
化
（「
農
政
改
革
」
見
直
し
関
連
対
策
、
農
地
政
策
の
改
革
、

農
山
漁
村
活
性
化
）、②
食
と
農
に
関
す
る
国
家
戦
略
的
取
り
組
み

（
食
料
自
給
率
向
上
対
策
、食
育
の
推
進
、食
品
安
全
対
策
な
ど
）、

③
地
球
的
視
野
に
立
っ
た
資
源
・
環
境
対
策
の
推
進
（
日
本
型
バ

イ
オ
燃
料
生
産
拡
大
、
地
球
温
暖
化
防
止
策
・
適
応
策
、
生
物
多

様
性
保
全
な
ど
）、④
未
来
に
向
け
た
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
の

推
進
と
国
産
材
の
復
活
、
⑤
力
強
い
水
産
業
と
豊
か
で
活
力
あ
る

漁
村
の
確
立

で
あ
っ
た
。
〇
八
年
度
農
林
水
産
予
算
は
、
中

心
と
な
る
重
点
事
項
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
ほ
か
の
事
業
に
あ
っ
て

は
と
く
に
、
強
い
縮
減
圧
力
の
下
で
編
成
さ
れ
た
。

以
下
で
は
、（
１
）「
農
政
改
革
」
見
直
し
関
連
対
策
と
そ
の
財
源

表１ 農林水産予算の推移（２００５～２００８年度）

資料；農林水産省予算課「農林水産予算の概要」各年度版、により作成
注１）２００５年度からの補助金改革によって、都道府県を通じた国の補助事業は、７つの交付金に大くくりされた。

①食の安全・安心確保交付金、②強い農業づくり交付金、③元気な地域づくり交付金（０７年度から、農山漁村活性化
プロジェクト交付金）、④バイオマスの環づくり交付金（０７年度から、地域バイオマス利活用交付金）、⑤森林（も
り）づくり交付金、⑥強い林業・木材産業づくり交付金、⑦強い水産業づくり交付金、である。

なお、⑤森林づくり交付金は、０８年度から、⑥強い林業・木材産業づくり交付金の中に組み込まれた。
２）２００７年度の「補正増加」は、農林水産予算総額での追加額１，８２２億円、修正減少額２９２億円に対する差引額。
ただし、一般公共事業費の内訳（農業農村整備、林野公共、水産公共）は追加額。
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調
達
、（
２
）
農
林
水
産
予
算
の
重
点
と
そ
の
編
成
手
法
―
―
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

２
、「
農
政
改
革
」見
直
し
関
連
対
策
と
そ
の
財
源
調
達

�

「
農
政
改
革
」
見
直
し
関
連
対
策
の
枠
組
み

米
緊
急
対
策
と
米
政
策
改
革
推
進
対
策
の
見
直
し

〇
七
年
産
米
は
、
作
況
指
数
九
九
、
米
生
産
調
整
の
実
施
と
い

う
な
か
に
あ
っ
て
も
、
流
通
改
革
に
よ
っ
て
産
地
間
競
争
が
激
化

し
、
そ
の
上
に
過
剰
作
付
け
七
・
二
万
ｈ
ａ
が
存
在
す
る
と
い
う

米
の
過
剰
感
か
ら
く
る
流
通
業
者
の
買
い
控
え
な
ど
に
よ
っ
て
、

価
格
が
い
ち
じ
る
し
く
低
迷
し
た
。
そ
の
上
に
、
〇
七
年
七
月
の

参
院
選
に
勝
利
し
て
「
ね
じ
れ
国
会
」
を
つ
く
り
だ
し
た
民
主
党

が
、
麦
・
大
豆
だ
け
で
な
く
米
ま
で
も
含
め
た
主
要
農
産
物
に
つ

い
て
計
画
生
産
を
お
こ
な
う
販
売
農
家
を
対
象
に
し
て
直
接
所
得

補
償
を
す
る
「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
法
案
」
を
国
会
に
提
出
す

る
に
お
よ
ん
で
、政
府
・
与
党
も
ま
た
、米
政
策
改
革
推
進
対
策
、

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
を
中
心
に
「
見
直
し
」
せ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

米
価
低
落
対
策
と
し
て
、
ま
ず
米
緊
急
対
策
の
実
施
が
決
ま
っ

た
。
米
緊
急
対
策
は
、
政
府
が
米
三
四
万
ト
ン
を
買
い
入
れ
て
適

正
在
庫
水
準
一
〇
〇
万
ト
ン
ま
で
米
の
在
庫
を
積
み
増
し
す
る
こ

と
、
Ｊ
Ａ
全
農
が
保
有
す
る
米
在
庫
一
〇
万
ト
ン
を
飼
料
に
ま
わ

表２ 「農政改革」関連予算の概要

資料；表１に同じ。
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表３ 米政策および品目横断的経営安定対策見直し関連対策

※このほか、「米緊急対策」にもとづく政府買い入れ所要経費として、おおむね １２０億円。

表４ 特別会計の歳出予定額（２００７－２００８年度）

資料；表１に同じ。
注１）国営土地改良事業特別会計は２００８年度に一般会計に統合。

ただし、財投借入地区のうち０７年度末までに工事未完了地区の工事経理は経過措置として、
食料安定供給特別会計内に勘定を設けて行う。
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し
て
処
理
す
る
こ
と
、
と
い
う
合
計
四
四
万
ト
ン
の
米
の
市
場
隔

離
で
あ
っ
た
。
Ｊ
Ａ
全
農
の
米
一
〇
万
ト
ン
の
飼
料
化
に
は
国
か

ら
処
理
経
費
の
半
額
（
五
〇
億
円
）
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
、

〇
七
年
度
補
正
予
算
で
手
当
て
さ
れ
た
（
表
３
）。米
生
産
調
整
は

〇
七
年
度
か
ら
農
協
主
導
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
〇
八
年
度
か

ら
は
行
政
の
関
与
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

過
剰
作
付
け
解
消
な
ど
の
た
め
に
は
、
米
の
生
産
調
整
は
〇
八

年
産
で
は
一
〇
万
ｈ
ａ
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
、麦
、

大
豆
、
飼
料
作
物
な
ど
に
よ
る
五
年
間
の
生
産
調
整
実
施
契
約
を

む
す
ん
だ
農
業
者
に
つ
い
て
、
〇
七
年
産
生
産
調
整
実
施
者
に
は

一
〇
ａ
当
た
り
五
万
円
、
非
実
施
者
に
は
三
万
円
の
緊
急
一
時
金

を
交
付
す
る
。
飼
料
用
米
や
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
米
な
ど
非
主
食

用
米
の
低
コ
ス
ト
生
産
技
術
確
立
試
験
契
約
（
三
年
）
を
む
す
ん

だ
農
業
者
に
は
、
一
〇
ａ
当
た
り
五
万
円
の
緊
急
一
時
金
を
交
付

す
る
。
こ
れ
は
、
地
域
水
田
農
業
活
性
化
緊
急
対
策
（
五
〇
〇
億

円
）
と
し
て
〇
七
年
度
補
正
予
算
で
手
当
て
さ
れ
た
（
表
３
）。

産
地
づ
く
り
交
付
金
、
耕
畜
連
携
水
田
活
用
対
策
な
ど
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
で
あ
る
が
、
稲
作
構
造
改
革
促
進
交
付
金
（
食
料
安

定
供
給
特
別
会
計
か
ら
支
出
）
で
は
、
担
い
手
以
外
に
も
米
価
下

落
の
影
響
を
緩
和
す
る
支
援
を
行
う
（
〇
八
年
度
二
七
〇
億
円
）。

米
の
一
〇
％
を
超
え
る
減
収
に
は
国
の
拠
出
だ
け
で
補
て
ん
す
る

が
、担
い
手
以
外
に
も
〇
七
年
産
米
を
対
象
に
追
加
支
援
す
る（
〇

八
年
度
五
四
億
円
）（
表
３
）。

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
見
直
し

品
目
横
断
的
な
経
営
安
定
対
策
は
〇
八
年
度
か
ら
、「
水
田
・
畑

作
経
営
所
得
安
定
対
策
」
に
名
前
を
変
え
た
。
政
策
対
象
に
な
る

「
担
い
手
」
は
、
一
定
規
模
以
上
の
認
定
農
業
者
と
一
定
の
要
件

を
満
た
す
集
落
営
農
と
い
う
基
本
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
市

町
村
の
特
認
措
置
が
新
た
に
で
き
て
、「
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

上
で
の
担
い
手
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
担
い
手
の
一
定
規
模
以

上
と
い
う
面
積
要
件
は
事
実
上
取
り
払
わ
れ
た
。

米
生
産
調
整
の
拡
大
や
経
営
規
模
拡
大
に
よ
っ
て
麦
・
大
豆
作

を
拡
大
し
た
場
合
、
過
去
の
生
産
実
績
が
な
く
、
生
産
条
件
不
利

是
正
交
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
が
、
こ
う
し
た
過
去
の
生
産
実

績
の
な
い
麦
・
大
豆
作
の
拡
大
に
対
し
て
生
産
条
件
不
利
是
正
交

付
金
と
同
水
準
の
交
付
金
を
支
払
う
「
担
い
手
経
営
革
新
促
進
事

業
」は
、
〇
八
年
度
は
総
額
一
七
一
億
円（
〇
七
年
度
七
一
億
円
）

に
拡
充
さ
れ
た
。

過
去
の
生
産
実
績
に
も
と
づ
く
生
産
条
件
不
利
是
正
交
付
金

は
、
農
業
共
済
の
引
き
受
け
単
収
に
も
と
づ
い
た
水
準
に
決
め
ら

れ
て
い
る
た
め
、
近
年
の
単
収
向
上
が
い
ち
じ
る
し
い
北
海
道
や

北
九
州
の
小
麦
作
、
北
海
道
の
て
ん
菜
で
は
、
〇
七
年
度
の
農
家

手
取
り
が
〇
六
年
度
を
下
ま
わ
る
事
態
が
生
じ
た
。
こ
の
た
め
、

こ
の
差
額
を
補
て
ん
す
る
支
援
（
先
進
的
小
麦
生
産
等
緊
急
支
援

対
策
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
、
〇
七
年
度
補
正
予
算
と
〇
八

年
度
当
初
予
算
で
総
額
一
六
八
億
円
が
手
当
て
さ
れ
た
（
表
３
）。
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農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
見
直
し

「
農
政
改
革
」
三
対
策
の
う
ち
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
の
見
直
し
は
、
繁
雑
な
事
務
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
こ
と
に

と
ど
ま
っ
た
。
対
策
二
年
度
目
と
な
る
〇
八
年
度
も
、
初
年
度
の

〇
七
年
度
と
同
じ
規
模
の
予
算
額
（
三
〇
二
億
円
）
で
実
施
さ
れ

る
。し

か
し
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
一
階
部
分
で
あ

る
地
域
共
同
活
動
組
織
の
設
立
状
況
は
、
〇
七
年
八
月
末
現
在
、

全
国
で
一
万
七
〇
六
五
組
織
、
取
り
組
み
農
地
面
積
が
約
一
一
六

万
ｈ
ａ
で
あ
る
。
同
対
策
の
取
り
組
み
目
標
で
あ
る
農
振
農
用
地

区
域
内
の
農
地
面
積
の
半
分
（
二
〇
三
・
三
万
ｈ
ａ
）
か
ら
み
る

と
、
目
標
充
足
率
五
七
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
化
学
合
成

農
薬
・
化
学
肥
料
の
使
用
量
を
通
常
の
栽
培
に
く
ら
べ
五
割
以
上

削
減
す
る
な
ど
の
営
農
活
動
支
援
交
付
金
（
二
階
部
分
）
の
対
象

は
、
全
国
で
二
〇
三
九
組
織
（
共
同
活
動
組
織
全
体
の
一
二
％
）、

そ
の
農
地
面
積
は
四
万
四
四
五
一
ｈ
ａ
（
共
同
活
動
取
り
組
み
農

地
面
積
全
体
の
四
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

営
農
活
動
支
援
の
対
象
面
積
が
ご
く
わ
ず
か
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
原
因
は
、
そ
の
制
度
の
仕
組
み
方
自
体
に
あ
る
と
言
え
る
。
同

対
策
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

�

「
農
政
改
革
」
見
直
し
関
連
対
策
の
財
源
調
達

以
上
の
よ
う
に
、「
農
政
改
革
」
見
直
し
関
連
対
策
の
枠
組
み
を

決
め
て
か
ら
、
農
林
水
産
予
算
の
編
成
に
移
っ
た
た
め
に
、
そ
の

関
連
対
策
の
財
源
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
駆
使
し
て
調
達
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

補
正
予
算
に
よ
る
対
応

財
源
調
達
の
第
一
の
手
法
は
、
補
正
予
算
に
よ
っ
て
前
倒
し
し

て
財
源
を
調
達
す
る
も
の
で
あ
る
。「
農
政
改
革
」
見
直
し
関
連
対

策
は
、
ま
ず
、
緊
急
性
の
高
い
対
策
か
ら
補
正
予
算
に
組
み
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
財
源
が
調
達
さ
れ
た
（
表
３
）。

米
緊
急
対
策
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
に
よ
る
米
一
〇
万
ト
ン
の
飼
料

仕
向
け
処
理
経
費
に
対
す
る
支
援
措
置
が
、
〇
七
年
度
補
正
予
算

で
手
当
て
さ
れ
た
。
米
生
産
調
整
対
策
で
は
、
五
〜
三
年
間
の
生

産
調
整
実
施
契
約
者
に
対
す
る
緊
急
一
時
金
の
交
付
な
ど
が
、
〇

七
年
度
補
正
予
算
で
手
当
て
さ
れ
た
。
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
の
関
連
対
策
で
は
、
北
海
道
や
北
九
州
な
ど
の
小
麦
主
産
地
に

対
す
る
緊
急
支
援
措
置
な
ど
が
、
補
正
予
算
に
よ
っ
て
手
当
て
さ

れ
て
い
る
。

「
農
政
改
革
」
見
直
し
関
連
対
策
の
所
要
経
費
一
一
一
一
億
円

の
う
ち
、
七
九
九
億
円
が
〇
七
年
度
補
正
予
算
に
よ
っ
て
手
当
て

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
般
事
業
費
の
縮
減
・
合
理
化

「
農
政
改
革
」
見
直
し
関
連
対
策
の
財
源
は
、
第
二
に
、
他
の

事
業
予
算
、
と
り
わ
け
非
公
共
事
業
費
の
う
ち
政
策
経
費
で
あ
る

一
般
事
業
費
の
縮
減
・
合
理
化
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
て
い
る
。
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国
が
都
道
府
県
を
つ
う
じ
て
実
施
し
て
い
た
補
助
事
業
は
、
〇

五
年
度
予
算
編
成
で
の
「
補
助
金
改
革
」
に
よ
っ
て
、
一
〇
〇
を

超
す
補
助
事
業
を
大
く
く
り
に
し
て
七
つ
の
交
付
金
に
束
ね
ら
れ

た
。
農
林
水
産
予
算
の
一
般
事
業
費
の
大
く
く
り
交
付
金
は
、
〇

五
年
度
の
発
足
当
初
に
く
ら
べ
る
と
七
つ
と
も
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
。
と
く
に
〇
八
年
度
は
、
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
と
地

域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
交
付
金
の
減
額
幅
が
大
き
い
（
表
１
）。

こ
の
七
つ
の
大
く
く
り
の
交
付
金
が
減
額
し
て
い
る
こ
と
は
、

事
業
メ
ニ
ュ
ー
方
式
に
よ
っ
て
都
道
府
県
に
裁
量
が
ゆ
だ
ね
ら
れ

て
い
る
交
付
金
の
事
業
よ
り
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
組
織
さ
れ
て

い
る
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
や
水
田
農
業
推
進
協
議
会
な

ど
を
事
業
主
体
と
し
て
農
林
水
産
省
が
直
接
実
施
す
る
補
助
事
業

の
ほ
う
が
事
業
目
的
と
事
業
規
模
が
は
っ
き
り
し
て
使
い
勝
手
が

い
い
と
、
直
接
事
業
の
ほ
う
に
傾
斜
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
農
林
水
産
省
の
直
接
事
業
で
あ
る
地
域
担
い
手
経

営
基
盤
強
化
総
合
対
策
は
、
機
械
・
施
設
等
の
導
入
に
対
し
て
融

資
残
を
補
助
す
る
事
業
で
あ
る
が
、
〇
七
年
度
三
五
億
円
か
ら
〇

八
年
度
六
五
億
円
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
。
一
方
、
強
い
農
業
づ

く
り
交
付
金
の
う
ち
、
集
落
営
農
育
成
・
確
保
緊
急
整
備
支
援
は

〇
七
年
度
三
四
一
億
円
か
ら
〇
八
年
度
二
四
九
億
円
へ
と
九
〇
億

円
あ
ま
り
減
額
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
政
策
経
費
で
あ
る
一
般
事
業
費
の
う
ち
、
都

道
府
県
を
つ
う
じ
て
交
付
さ
れ
る
大
く
く
り
の
交
付
金
の
事
業
を

中
心
に
予
算
の
縮
減
・
合
理
化
が
お
こ
な
わ
れ
、
農
林
水
産
省
の

直
接
実
施
の
事
業
や
「
農
政
改
革
」
見
直
し
関
連
対
策
の
財
源
が

調
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

特
別
会
計
内
の
勘
定
間
の
融
通

三
つ
め
の
財
源
調
達
の
手
法
は
、
特
別
会
計
内
の
融
通
な
ど
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
あ
ら
た
め
水
田
・
畑
作
経
営
所
得

安
定
対
策
の
生
産
条
件
不
利
是
正
交
付
金
、
収
入
減
少
影
響
緩
和

交
付
金
や
、
稲
作
構
造
改
革
促
進
交
付
金
な
ど
は
、
食
料
安
定
供

給
特
別
会
計
を
つ
う
じ
て
支
払
わ
れ
る
。

〇
七
年
度
か
ら
食
糧
管
理
特
別
会
計
と
経
営
基
盤
強
化
特
別
会

計
（
旧
自
作
農
創
設
特
別
会
計
）
を
統
合
し
て
食
料
安
定
供
給
特

別
会
計
と
し
、
そ
の
な
か
に
農
業
経
営
安
定
勘
定
を
設
け
て
、
こ

の
勘
定
か
ら
上
記
の
よ
う
な
経
営
所
得
安
定
対
策
の
交
付
金
を
支

出
し
て
い
る
。特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
定
額
を
み
る
と（
表
４
）、

特
別
会
計
間
の
融
通
や
各
勘
定
間
の
融
通
を
つ
う
じ
て
予
算
が
組

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

特
別
会
計
ご
と
に
み
る
と
、
農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計
は
、

新
た
な
経
営
安
定
対
策
の
実
施
に
と
も
な
っ
て
事
務
費
を
中
心
に

減
額
が
つ
づ
い
て
い
る
が
、
〇
八
年
度
予
定
額
も
一
割
の
減
額
で

あ
る
。

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
な
か
で
は
、
〇
七
年
度
に
同
特
別

会
計
に
統
合
さ
れ
た
農
業
経
営
基
盤
強
化
勘
定
の
減
額
が
目
立
っ
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て
い
る
。
農
業
経
営
安
定
勘
定
や
麦
管
理
勘
定
の
大
幅
な
増
額

を
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
勘
定
な
ど
他
の
勘
定
の
減
額
に
よ
っ
て

支
え
て
い
る
構
図
で
あ
る
。
農
業
経
営
基
盤
強
化
勘
定
は
、
農
地

保
有
合
理
化
事
業
の
農
地
中
間
保
有
や
小
作
料
一
括
前
払
い
な
ど

の
原
資
と
な
る
勘
定（
特
別
会
計
）だ
け
に
、
減
額
が
気
に
な
る
。

３
、
〇
八
年
度
農
林
水
産
予
算
の
重
点
事
項

〇
八
年
度
農
林
水
産
予
算
は
、
以
上
の
よ
う
に
、「
農
政
改
革
」

見
直
し
関
連
対
策
を
中
心
に
し
て
編
成
さ
れ
た
。
最
後
に
、
ほ
か

の
重
点
事
項
と
な
っ
て
い
る
事
業
予
算
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と

に
し
た
い
（
表
５
、
表
６
参
照
）。

農
地
政
策
の
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み

農
地
法
制
に
加
え
、
税
制
、
予
算
な
ど
農
地
政
策
全
体
の
改
革

に
つ
い
て
農
林
水
産
省
内
に
農
地
政
策
に
関
す
る
有
識
者
会
議
を

設
置
し
、
検
討
を
つ
づ
け
て
い
た
。
有
識
者
会
議
は
、
農
地
の
所

有
と
利
用
を
分
離
し
、
農
地
利
用
を
担
い
手
に
面
的
に
集
積
す
る

た
め
、
市
町
村
段
階
に
新
た
な
面
的
集
積
組
織
を
つ
く
る
こ
と
、

耕
作
放
棄
地
を
五
年
間
で
解
消
す
る
こ
と
、
な
ど
の
方
向
を
打
ち

だ
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
農
林
水
産
省
は
、
〇
八
年
度
国
の
予
算

の
概
算
要
求
段
階
（
〇
七
年
八
月
末
）
で
は
、
新
た
な
面
的
集
積

シ
ス
テ
ム
へ
の
総
合
的
な
支
援
措
置
と
し
て
農
地
政
策
関
連
総
合

対
策
（
二
一
八
億
円
）、耕
作
放
棄
地
解
消
緊
急
対
策
（
七
八
三
億

円
）
を
要
求
し
て
い
た
。

農
地
政
策
の
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
最
終
的
に
〇
八
年

度
予
算
で
は
、
農
地
利
用
の
面
的
集
積
に
む
け
た
農
地
情
報
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
耕
作
放
棄
地
解
消
緊
急
対
策
が
認
め
ら
れ
、
面

的
集
積
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
モ
デ
ル
的
実
施
に
と
ど
ま
っ
た

（
表
５
）。新
た
な
面
的
集
積
シ
ス
テ
ム
を
展
開
す
る
た
め
に
農
地

法
の
改
正
が
打
ち
だ
さ
れ
て
い
た
が
、
農
地
法
改
正
法
案
の
今
国

会
へ
の
提
出
は
断
念
さ
れ
て
い
る
。

農
山
漁
村
地
域
活
性
化
対
策
の
推
進

農
山
漁
村
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
ん
で
、
活
力
が
低
下

し
て
い
る
。
農
山
漁
村
活
性
化
法
（
〇
七
年
八
月
施
行
）
に
も
と

づ
い
て
、
農
山
漁
村
活
性
化
対
策
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る
（
表

５
）。中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
（
二
一
八
億
円
）
は
引
き
続

き
前
年
度
と
同
額
の
予
算
規
模
で
実
施
さ
れ
る
が
、
〇
八
年
度
予

算
で
新
た
に
「
限
界
集
落
」
対
策
が
モ
デ
ル
的
に
実
施
さ
れ
る
。

こ
の
対
策
は
、
小
規
模
・
高
齢
化
集
落
支
援
モ
デ
ル
事
業
（
二
・

三
六
億
円
）
で
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
取
り
組
ん
で

い
る
集
落
な
ど
が
、
集
落
間
で
連
携
し
て
、
小
規
模
・
高
齢
化
集

落
に
出
向
い
て
水
路
・
農
道
等
の
保
全
管
理
活
動
を
お
こ
な
う
取

り
組
み
を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る
。

中
山
間
地
域
で
深
刻
な
鳥
獣
害
を
防
止
す
る
た
め
、
〇
七
年
末

に
鳥
獣
害
防
止
法
が
議
員
立
法
で
成
立
し
た
が
、
こ
の
法
律
に
も

と
づ
い
て
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
が
〇
八
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
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表５ ２００８年度農林水産予算の重点事項（１）

資料；農林水産省予算課「平成２０年度農林水産予算の概要」２００８年１月、により作成。
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（
表
５
）。

ま
た
、
有
機
農
業
推
進
法
が
〇
六
年
末
、
同
じ
く
議
員
立
法
で

成
立
し
た
が
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
〇
八
年
度
、
有
機
農
業
総
合

支
援
対
策
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
た
（
表
５
）。

食
と
農
に
関
す
る
国
家
戦
略
的
取
り
組
み

食
料
自
給
率
（
供
給
熱
量
ベ
ー
ス
）
は
、
つ
い
に
四
〇
％
を
割

り
込
み
、
〇
六
年
度
三
九
％
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
米
・
飼
料

作
物
・
油
脂
・
野
菜
の
四
品
目
に
重
点
を
置
き
、
食
料
自
給
率
向

上
対
策
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
実
施
さ
れ
る
（
表
６
）。

国
産
飼
料
生
産
拡
大
・
利
用
促
進
対
策
も
、
世
界
的
な
飼
料
穀

物
価
格
の
上
昇
の
な
か
で
、大
幅
拡
充
し
て
実
施
さ
れ
る（
表
６
）。

原
油
価
格
の
高
騰
に
対
し
て
は
、
水
産
業
燃
油
高
騰
緊
急
対
策

（
一
〇
二
億
円
）
が
〇
七
年
度
補
正
予
算
で
手
当
て
さ
れ
た
が
、

〇
八
年
度
予
算
で
は
、
原
油
価
格
高
騰
に
対
応
し
て
経
営
資
金
を

融
通
す
る
農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
（
農
林
漁
業
金
融

公
庫
）
を
は
じ
め
、
省
エ
ネ
技
術
導
入
な
ど
の
対
策
が
農
林
水
産

分
野
で
実
施
さ
れ
る
。

食
の
安
心
・
安
全
に
つ
い
て
は
偽
装
食
品
問
題
や
輸
入
加
工
食

品
の
事
件
な
ど
国
民
の
信
頼
が
ゆ
ら
い
で
い
る
。
こ
の
た
め
、
食

品
安
全
確
保
対
策
、
動
植
物
防
疫
、
食
品
に
対
す
る
国
民
の
信
頼

確
保
策
が
、
い
ず
れ
も
予
算
を
拡
充
し
て
強
化
さ
れ
る
（
表
６
）。

地
球
的
視
野
で
の
資
源
・
環
境
対
策

地
球
温
暖
化
な
ど
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て

い
る
が
、
〇
八
年
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
、
農
林
水

産
省
も
地
球
環
境
問
題
へ
の
積
極
的
な
貢
献
を
打
ち
だ
し
た
。

日
本
型
バ
イ
オ
燃
料
生
産
拡
大
対
策
は
、
食
料
供
給
と
競
合
し

な
い
稲
わ
ら
や
間
伐
材
な
ど
の
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し

て
、
国
産
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
も
の
（
表

６
）。セ
ル
ロ
ー
ス
か
ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
は
、
二
〇
三
〇
年
こ

ろ
に
は
草
本
系
（
稲
わ
ら
、
麦
わ
ら
な
ど
）
か
ら
一
八
〇
〜
二
〇

〇
万
ｋ
ｌ
、
木
質
系
か
ら
二
〇
〇
〜
二
二
〇
万
ｋ
ｌ
の
国
産
バ
イ

オ
燃
料
の
生
産
が
可
能
で
あ
る
と
の
試
算
を
受
け
て
、
大
幅
な
生

産
拡
大
を
め
ざ
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
で
は
、
防
止
策
と
あ
わ
せ
て
適
応
策
に
乗
り

だ
し
た
こ
と
が
、
〇
八
年
度
予
算
の
特
徴
で
あ
る
。
農
業
生
産
地

球
温
暖
化
総
合
対
策
事
業
（
一
〇
億
円
）
で
は
、
地
球
温
暖
化
の

影
響
に
対
応
で
き
る
水
田
作
・
野
菜
作
な
ど
の
生
産
技
術
・
取
り

組
み
の
導
入
の
実
証
な
ど
を
実
施
す
る
。

地
球
温
暖
化
を
お
こ
す
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
策
で
は
、

日
本
は
京
都
議
定
書
で
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
六
％
削
減
を
目
標

に
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
三
・
八
％
分
は
、
森
林
を
吸
収
源
と
す

る
対
策
。
京
都
議
定
書
の
森
林
吸
収
目
標
（
一
三
〇
〇
万
炭
素
ト

ン
）
達
成
の
た
め
に
は
、
〇
七
〜
一
二
年
度
の
六
年
間
で
森
林
の

追
加
整
備
が
毎
年
二
〇
万
�
必
要
に
な
る
。

森
林
整
備
で
は
、
補
正
予
算
と
当
初
予
算
と
を
あ
わ
せ
て
財
源

を
調
達
す
る
手
法
が
使
わ
れ
て
い
る
。
京
都
議
定
書
の
実
施
初
年
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度
で
あ
る
〇
七
年
度
は
、
〇
六

年
度
補
正
予
算
で
五
三
〇
億
円

（
お
お
む
ね
一
五
万
�
）、〇
七

年
度
当
初
予
算
で
二
三
五
億
円

（
お
お
む
ね
八
万
�
）
が
手
当

て
さ
れ
た
。
二
年
目
の
〇
八
年

度
は
、
〇
七
年
度
補
正
予
算
で

二
四
〇
億
円
（
お
お
む
ね
六
・

五
万
�
）、〇
八
年
度
当
初
予
算

で
三
〇
六
億
円
（
お
お
む
ね
一

四
・
五
万
�
）
が
手
当
て
さ
れ

て
い
る
。

地
球
環
境
問
題
に
対
す
る
も

う
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
は
、
生

物
多
様
性
保
全
対
策
で
あ
る

（
表
６
）。こ
こ
で
の
政
策
目
標

は
、
二
〇
一
〇
年
名
古
屋
で
開

催
予
定
の
生
物
多
様
性
条
約
第

一
〇
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

１０
）
で
日
本
か
ら
世
界
に
向
け

て
農
林
水
産
業
の
生
物
多
様
性

指
標
を
公
表
す
る
こ
と
。
田
園

地
域
、森
林
、海
洋
を
保
全
し
、

表６ ２００８年度農林水産予算の重点事項（２）

資料；表５に同じ

「農政改革」見直しと２００８年度農林水産予算 ���������������������������
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生
物
多
様
性
を
重
視
し
た
農
林
水
産
業
を
推
進
す
る
こ
と

で

あ
る
。

ま
と
め

〇
八
年
度
農
林
水
産
予
算
は
、「
農
政
改
革
」
見
直
し
関
連
対
策

を
大
き
な
柱
に
据
え
て
編
成
さ
れ
た
。
国
全
体
の
予
算
の
縮
減
・

合
理
化
が
要
請
さ
れ
、
農
林
水
産
予
算
も
削
減
の
シ
ー
リ
ン
グ
が

か
か
る
な
か
で
、「
農
政
改
革
」
見
直
し
関
連
対
策
を
中
心
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
を
駆
使
し
て
財
源
の
調
達
が
は
か
ら
れ
た
。

そ
の
な
か
で
、農
地
政
策
の
改
革
、農
山
漁
村
地
域
の
活
性
化
、

食
と
農
に
関
す
る
国
家
戦
略
的
取
り
組
み
、
地
球
的
視
野
で
の
資

源
・
環
境
対
策
と
い
っ
た
重
点
事
項
の
予
算
も
確
保
す
る
こ
と
に

な
る
。そ
う
な
る
と
、ほ
か
の
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
事
業
費
、

な
か
で
も
都
道
府
県
を
通
じ
て
交
付
さ
れ
る
補
助
事
業
の
「
大
く

く
り
交
付
金
」
の
事
業
は
縮
減
・
合
理
化
の
対
象
に
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
。
こ
れ
も
要
因
と
な
っ
て
、
都
道
府
県
の
農
林
水
産
予
算

も
ま
た
、
軒
並
み
削
減
の
憂
き
目
に
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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���������������
１
、
厳
し
い
財
政
運
営

鳥
取
県
は
有
名
知
事
が
出
る
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
平
井
知
事
も

就
任
早
々
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
元
総
務
省
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
な
ど
で
発
言
を
強
く
し
て
い
る
。
前
の

片
山
氏
は
地
方
自
治
評
論
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
鳥
取
県
は
二
〇

〇
五
年
の
国
勢
調
査
で
六
〇
万
人
を
割
り
、
過
疎
の
悩
み
を
抱

え
、
地
方
交
付
税
に
多
く
を
依
存
し
て
い
る
県
で
も
あ
る
。

鳥
取
県
の
財
政
運
営
は
三
位
一
体
改
革
の
な
か
厳
し
さ
が
続
い

て
い
る
。
九
八
年
度
以
後
の
一
般
会
計
の
動
き
を
み
る
と
、
ほ
ぼ

五
、
〇
〇
〇
億
円
規
模
の
県
予
算
は
、
二
〇
〇
七
年
六
月
の
補
正

後
で
み
て
も
三
、
四
八
八
億
円
と
一
、
四
九
〇
億
円
の
減
と
な
っ

て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
の
歳
入
は
地
方
税
が
七
〇
〇
億
円
、
歳
入

の
二
割
で
、
地
方
交
付
税
が
三
六
・
七
％
、
国
庫
支
出
金
一
三
・

六
％
、
県
債
で
一
五
・
一
％
補
填
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
そ
の

た
め
単
年
度
収
支
は
赤
字
で
、
一
六
億
円
の
財
政
調
整
基
金
の
取

崩
し
を
行
っ
て
い
る
。
九
八
年
以
後
の
目
的
別
予
算
を
見
る
と
、

土
木
費
、
教
育
費
が
上
り
つ
づ
け
、
二
〇
〇
一
年
度
の
財
政
構
造

改
革
と
と
も
に
補
助
金
、
地
方
交
付
税
の
削
減
に
よ
っ
て
、
急
激

な
縮
減
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
財
政
規
模
は
年
々
切
り
つ
め

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
県
債
の
発
行
残
高
は
、
年
々
の
発
行
額
は

少
く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
増
え
つ
づ
け
て
い
る
。
県
債

は
九
七
年
度
末
の
四
、
一
三
六
億
円
か
ら
二
〇
〇
七
年
度
で
は

六
、
一
五
三
億
円
と
一
〇
年
足
ら
ず
で
二
、
〇
〇
〇
億
円
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
九
七
、
九
八
、
九
九
年
と
わ
ず
か
二
、

三
年
の
う
ち
に
一
、
〇
〇
〇
億
円
の
残
高
増
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
異
常
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
も
そ
ん
な
に
減
っ

て
は
い
な
い
。
公
債
費
比
率
は
二
五
・
四
％
、
経
常
収
支
比
率
は

九
五
年
度
七
一
・
九
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
一

気
に
上
昇
し
、
九
一
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
八
〇
％
程
度
が
平

三
位
一
体
改
革
後
の
自
治
体
農
政

石
原

健
二

鳥
取
県
の
事
例

農村と都市をむすぶ２００８．４
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表１　鳥取県農業関係費の推移（課ごと） （単位：100万円、％）

0706050403020120009998年度

348,778374,495396,500411,780423,311436,689471,141500,377461,423497,675
県全体の予算額

70.175.279.282.785.087.794.6100.592.7100.0

23,90231,86833,81331,74835,95636,01657,70769,73164,39885,673
農林水産部の予算額

27.937.239.537.041.942.067.381.375.1100.0

16,30518,305195,54420,40725,77424,82937,40244,26641,73251,192農業関係予算額
（指数＝100） 31.935.818.239.850.348.573.086.481.5100.0

3,4634,9723,5203,7203,5244,1345,9566,0404,7625,294農政課

1,7782,3511,9781,9372,1632,255△3,5433,5443,4113,664経営指導課

6386478321,1211,7782,2971,9564,5153,0701,228農産園芸課※

1,2951,5161,9211,6492,4081,8342,2662,7552,91022,887畜産家

8,1238,0249,0529,32713,34511,63115,58819,37718,07020,267耕地課

326－－－－8,2828,0349,55417,850農村整備課

－－1,9472,5142,613団体指導課

3,2714,1274,4995,2796,3057,63015,15115,32315,40515,814うち国庫支出金

7288497616948431,9673,67011,4925,8149,760　起債

3,2184,1464,2493,4203,2743,4023,7664,9773,47313,661　その他

9,0879,18610,03810,31411,83511,46612,61913,17211,99414,339　一般財源
資料：鳥取県「農林水産部事業概要」より作成
※99年度に生産流通課、2000年度に生産振興課

常
と
さ
れ
て
い
る
の
に
財
政
は
こ
と
の
ほ
か
厳
し
い
。

（
表
１
）
に
よ
る
と
、
県
の
一
般
会
計
歳
出
は
九
八
年
度
を
一

〇
〇
と
し
て
二
〇
〇
七
年
度
で
は
七
〇
・
一
％
と
三
割
近
い
減
少

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
で
も
、
農
林
水
産
部
の
事
業
予
算
は

二
〇
〇
〇
年
に
入
り
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
る
。
漁
業
・
林
業
を

加
え
た
第
一
次
産
業
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
農
林
水
産
部
の
事
業
は

一
〇
％
を
越
え
る
構
成
比
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
一
〇

％
を
切
る
水
準
と
な
っ
て
、
二
〇
〇
七
年
で
は
七
％
で
あ
る
。
も

っ
と
も
目
立
っ
た
変
化
は
、
農
業
生
産
基
盤
整
備
と
農
村
基
盤
整

備
が
、
耕
地
課
と
農
村
整
備
課
に
分
れ
て
い
た
も
の
が
、
耕
地
課

に
二
〇
〇
二
年
、
整
理
統
合
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
農
林
水
産
部

の
財
源
構
成
で
み
る
と
二
〇
〇
一
年
度
ま
で
国
庫
支
出
金
が
一
五

〇
億
円
水
準
で
推
移
し
、
ほ
ぼ
農
業
関
係
予
算
の
三
分
の
一
を
占

め
て
い
た
。
起
債
は
か
な
り
の
変
動
を
示
し
て
い
る
が
、
一
般
財

源
は
一
一
〇
億
円
前
後
、
財
政
調
整
基
金
等
に
よ
る
補
填
は
三
五

億
円
程
度
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
た
。
財
源
的
に
み
て
も
国
庫

支
出
金
を
柱
に
組
み
た
て
ら
れ
た
農
業
予
算
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
こ
で
、
農
業
の
公
共
事
業
で
あ
る
耕
地
課
と
農
村
整
備

課
の
事
業
予
算
を
と
り
出
し
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
こ
の
二
つ
の

課
の
農
業
関
係
予
算
に
占
め
る
比
率
が
九
八
年
度
七
四
・
四
％
、

二
〇
〇
一
年
度
で
も
六
三
・
八
％
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

耕
地
課
の
農
地
総
務
費
は
国
営
事
業
の
中
海
干
拓
、
大
山
山
麓

開
発
、
東
伯
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
か
か
わ
る
県
関
連
の
事
業
と
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表２ 鳥取県農林水産部耕地課関係予算

資料：鳥取県「農林水産部事業概要」各年版より

表３ 鳥取県農林水産部農村整備関係予算

資料：鳥取県「農林水産部事業概要」各年版より
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公
団
・
機
構
営
事
業
の
県
負
担
分
の
償
還
費
で
あ
る
。
こ
れ
が
恒

常
的
に
四
〇
億
円
を
超
え
て
支
出
さ
れ
る
。
土
地
改
良
費
と
し
て

あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
農
業
基
盤
整
備
を
は
じ
め
県
単
事
業
も
含

め
て
、
県
が
種
々
行
っ
て
い
る
事
業
で
あ
る
（
表
２
、
３
）。鳥
取

県
の
ほ
場
整
備
率
は
田
七
九
・
一
％
、
畑
四
八
・
一
％
と
高
く
、

現
在
は
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
と
内
海
と
大
山
な
ど
三
ヶ
所

の
国
営
事
業
を
行
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
に
農
地
防
災

事
業
と
、耕
地
防
災
事
業
が
加
わ
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
そ
の
年
々

の
災
害
へ
の
対
応
で
は
あ
る
も
の
の
、
二
〇
〇
〇
年
度
は
鳥
取
地

方
の
大
地
震
な
ど
の
災
害
を
含
み
、
四
〇
億
円
と
膨
れ
て
組
ま
れ

て
い
る
。
耕
地
課
の
二
〇
〇
一
年
度
ま
で
の
中
心
事
業
は
、
二
〇

〇
二
年
度
に
道
路
課
に
移
さ
れ
る
農
道
整
備
事
業
で
、
広
域
農

道
、
農
免
道
、
県
単
の
ふ
る
さ
と
農
道
で
あ
る
。
県
営
の
一
般
農

道
は
こ
れ
ら
に
比
べ
れ
ば
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
二
億
円
以
下
の
事
業

に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
事
業
は
農
道
と
農
業
集
落
排
水
事
業
を
建
設

部
に
移
し
た
あ
と
も
、
耕
地
課
に
残
し
て
あ
る
。
広
域
道
、
農
免

は
い
ず
れ
の
年
も
二
つ
の
事
業
で
四
〇
億
円
を
こ
え
、
ふ
る
さ
と

農
道
を
含
め
る
と
六
〇
億
円
か
ら
七
〇
億
円
と
い
う
、
県
の
一
つ

の
課
と
し
て
は
大
き
な
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
移
管
さ
れ
た
あ

と
は
、
耕
地
課
の
事
業
は
生
産
基
盤
整
備
関
係
で
は
畑
総
事
業
が

一
〇
億
円
を
超
え
る
事
業
と
し
て
継
続
さ
れ
る
が
、
ほ
場
整
備
、

土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
な
ど
は
縮
小
に
追
い
込
ま
れ
、
県
単
土

地
改
良
事
業
や
一
億
円
以
下
の
県
営
の
細
か
な
事
業
が
入
れ
か
わ

り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
農
村
整
備
課
関
連
で
は
、
何
と
い
っ
て
も
農
業
集
落
排

水
事
業
が
柱
で
、
二
〇
〇
二
年
度
に
住
宅
建
築
課
へ
移
管
さ
れ
る

ま
で
、
四
〇
億
円
を
上
回
る
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ

ぐ
も
の
が
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
で
、
県
営
事
業
と
と
も
に

こ
の
地
域
へ
の
取
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
課

の
中
心
事
業
の
他
の
部
局
へ
の
移
管
は
、
年
一
〇
〇
億
円
を
超

え
、こ
れ
が
縮
減
と
見
ら
れ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。と
も
あ
れ
、

農
道
と
農
業
集
落
排
水
事
業
の
移
管
に
よ
っ
て
、
農
業
の
公
共
事

業
は
、
耕
地
課
が
畑
総
事
業
、
農
地
整
備
課
は
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
と
県
営
事
業
に
集
中
し
て
お
り
、
県
単
独
事
業
も
条
件

の
よ
い
と
こ
ろ
に
の
み
収
斂
し
て
き
て
い
る
。

県
の
事
業
は
、
国
の
補
助
金
の
つ
か
ぬ
県
単
事
業
な
ど
は
、
極

力
排
除
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
た
だ
、
公
共
事
業
関
連
の
集
約
化

に
よ
っ
て
事
業
が
縮
小
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
微
妙
で
、
住
宅
建

築
課
に
移
さ
れ
た
農
業
集
落
排
水
事
業
な
ど
は
、
二
〇
〇
二
年
度

に
は
七
地
区
で
二
八
億
四
、
四
〇
〇
万
円
、
二
〇
〇
三
年
度
三
地

区
四
六
億
円
、
二
〇
〇
四
年
度
六
地
区
三
三
億
円
の
事
業
を
し
て

お
り
、
縮
減
し
た
と
は
い
え
な
い
状
況
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
農
業
の
公
共
事
業
関
連
以
外
の
施
策
は
ど
ん
な
変

化
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
価
格
安
定
対
策
を
と
っ
て

み
よ
う
。

鳥
取
県
の
価
格
安
定
対
策
は
、
特
産
の
野
菜
と
肉
牛
、
肉
豚
に
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つ
い
て
行
わ
れ
て
お

り
、
梨
は
特
別
な
扱
い

と
し
て
別
途
対
策
が
と

ら
れ
て
い
る
（
表
４
）。

鳥
取
県
で
は
、
野
菜
価

格
安
定
対
策
は
国
に
よ

る
野
菜
指
定
産
地
価
格

安
定
制
度
の
他
、
独
自

に
特
定
野
菜
等
供
給
産

地
育
成
価
格
差
補
給
制

度
と
、
ブ
ラ
ン
ド
野
菜

価
格
安
定
対
策
を
持
っ

て
お
り
、
い
ず
れ
も
価

格
下
落
時
へ
の
補
填
の

た
め
の
資
金
造
成
に
対

し
、
県
が
負
担
を
し
て

い
る
も
の
で
、
特
定
野

菜
等
供
給
産
地
育
成
価

格
差
補
給
で
は
特
定
野

菜
で
資
金
造
成
の
三
分

の
一
、
指
定
野
菜
は
四

分
の
一
の
負
担
で
あ

る
。
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
価

格
安
定
対
策
は
県
ブ
ラ
ン
ド
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
対
し
、
交
付
限

度
額
を
定
め
て
五
〇
％
ま
で
の
補
助
を
し
て
い
る
が
、
金
額
で

二
、
〇
〇
〇
万
円
な
の
で
一
、
〇
〇
〇
万
円
ほ
ど
の
県
負
担
と
な

る
。
畜
産
関
係
で
は
肉
子
牛
価
格
安
定
と
肉
豚
価
格
安
定
緊
急
対

策
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
基
金
へ
の
助
成
、
積
立
金
へ
の

助
成
で
、
県
単
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
自
由
化
へ
の
対
応

で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
少
額
と
い
え
ど
も
生
産
者
に
と
っ
て
は

か
け
が
え
の
な
い
補
助
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
金
額
的
に
は
多

額
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
ず
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ぬ
支
出
が
続
い

て
い
る
。
野
菜
な
ど
は
負
担
の
上
限
が
あ
る
た
め
、
実
行
は
四
〜

五
億
円
程
度
で
あ
る
。

他
方
、
生
産
振
興
に
か
か
わ
る
事
業
で
は
二
〇
〇
〇
年
に
入
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
支
援
事
業
が
唯
一
の
単
独

事
業
で
、
農
業
促
進
と
し
て
五
、
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
事
業
が
組

ま
れ
、
二
一
世
紀
野
菜
・
果
樹
・
園
芸
の
産
地
づ
く
り
事
業
を
各

年
二
〜
三
、
〇
〇
〇
円
か
ら
、
多
い
と
き
は
一
億
円
近
い
事
業
と

し
て
推
進
を
は
か
っ
て
い
る
。
事
業
内
容
は
ソ
フ
ト
と
し
て
、
研

修
会
や
市
場
の
実
施
、
設
備
へ
の
支
援
、
ハ
ー
ド
事
業
で
は
田
植

え
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
乾
燥
機
、
精
米
機
な
ど
設
備
へ
の
支
援
で
、

個
人
、
任
意
組
織
が
三
〇
〇
万
円
、
法
人
七
〇
〇
万
円
、
農
協
・

公
社
な
ど
は
一
〇
〇
〇
万
円
を
上
限
と
し
て
い
る
。
き
め
細
か
な

施
策
が
集
落
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
米
政
策
へ
の
支
援
は
目

に
つ
か
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。「
と
っ
と
り
米
」
の
産
地
銘
柄
の

表４ 鳥取県の価格安定事業

※農村総合補助事業

���������������三位一体改革後の自治体農政

３３



「
特
Ａ
」
ラ
ン
ク
支
援
、「
ゆ
う
ゆ
う
稲
作
お
ま
ち
か
ね
」、「
と
っ

と
り
米
お
か
わ
り
お
す
す
め
事
業
」
な
ど
が
取
組
ま
れ
て
い
る
も

の
の
、
少
額
で
年
々
削
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
安
定
し
て

い
な
い
。
な
し
、
肉
用
牛
に
つ
い
て
は
、「
な
し
」
は
生
産
力
向
上

強
化
の
た
め
二
億
円
以
上
の
事
業
と
な
っ
て
い
る
が
、
肉
用
牛
は

年
間
二
、
七
〇
〇
万
円
前
後
の
事
業
で
し
か
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
二
〇
〇
六
年
に
な
る
と
農
業
予
算
が
三
二
〇
億
円
ぎ
り
ぎ
り

な
状
態
と
な
り
、
二
〇
〇
七
年
に
は
農
業
関
係
費
予
算
は
二
三
九

億
円
に
ま
で
落
ち
込
み
、
事
業
そ
の
も
の
の
規
模
の
縮
小
と
と
も

に
、
農
業
へ
の
展
望
が
も
ち
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
た
し

か
で
あ
る
。

米
の
事
業
で
は
、
産
地
づ
く
り
交
付
金
は
、
申
請
の
多
い
事
業

項
目
は
年
々
単
価
が
削
ら
れ
、
定
額
内
に
収
め
る
た
め
に
、
全
体

と
の
調
整
を
は
か
っ
て
い
る
。
生
産
調
整
の
超
過
達
成
、
重
点
作

物
へ
の
奨
励
な
ど
も
、
市
町
村
で
異
な
っ
て
い
る
が
、
鳥
取
市
な

ど
で
は
一
〇
ａ
当
た
り
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
た
超

過
達
成
の
奨
励
助
成
金
が
、
二
〇
〇
七
年
に
は
三
〇
〇
〇
円
、
重

点
作
物
は
三
六
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。
農
地
・
水
・
環
境
保
全

な
ど
で
は
営
農
活
動
ま
で
進
む
集
団
・
個
人
は
少
な
く
事
業
の
仕

組
み
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

２
、
市
町
村
財
政
と
市
町
村
合
併

鳥
取
県
は
県
と
同
様
、
公
共
事
業
に
依
存
す
る
自
治
体
が
多
く

を
占
め
て
い
る
。
九
五
年
の
時
点
で
公
債
費
比
率
が
一
八
％
を
超

え
る
い
わ
ゆ
る
危
険
水
域
に
あ
っ
た
市
町
村
は
岸
本
町
、
淀
江
町

な
ど
七
市
町
村
に
及
ん
で
い
た
。
Ｕ
Ｒ
対
策
で
か
な
り
の
地
方
債

依
存
と
な
っ
て
い
た
町
村
は
、
そ
の
後
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。九

五
年
度
で
公
債
比
率
が
二
〇
％
を
超
え
て
い
た
市
町
村
を
二

〇
〇
〇
年
後
ど
の
よ
う
な
変
化
と
な
っ
て
い
る
か
、
鳥
取
県
「
市

町
村
財
政
概
況
」に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
は
、

八
東
町
が
鳥
取
市
の
西
に
近
接
す
る
町
、
用
瀬
町
は
同
じ
く
岡
山

県
に
接
し
た
山
村
で
、
北
条
町
は
日
本
海
に
面
し
た
倉
吉
市
に
接

し
た
町
、
岸
本
町
は
米
子
と
接
し
て
い
る
。
淀
江
町
は
米
子
市
に

接
し
日
本
海
に
面
し
た
町
、
日
南
町
は
広
島
、
岡
山
、
島
根
三
県

に
接
し
た
山
村
の
町
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
町
は
、
す
で
に
九
〇
年

代
半
ば
に
農
業
以
外
の
公
共
事
業
を
も
行
な
い
、
地
方
債
に
依
存

し
た
財
政
運
営
を
行
な
い
、
公
債
比
率
二
〇
％
で
危
険
区
域
に
あ

っ
た
町
村
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
九
六
年
か
ら
の
主
要
な
町
の
歳
入

・
歳
出
と
、
税
収
、
農
業
経
費
の
動
向
を
み
る
と
（
表
５
）
の
よ

う
に
な
る
。

歳
入
総
額
は
い
ず
れ
の
町
も
三
〇
億
円
か
ら
四
〇
億
円
、
日
南

町
が
七
〇
億
円
ほ
ど
の
規
模
で
あ
る
。
地
方
税
は
八
東
町
が
一
〇

％
、
用
瀬
町
が
一
二
％
前
後
、
北
条
町
が
一
五
％
前
後
、
岸
本
町

は
二
割
、
淀
江
町
は
二
割
を
超
え
、
日
南
町
は
一
〇
％
以
下
で
あ

る
。
い
ず
れ
の
町
も
地
方
交
付
税
が
過
半
に
達
し
、
こ
れ
に
依
存
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と
し
て
い
る
こ
と
に
は
か
わ
り
は
な
い
。
た
だ
、
地
方
債
に
よ
る

補
填
は
県
下
の
町
村
全
体
と
し
て
は
減
っ
て
き
て
お
り
、
財
政
運

営
で
は
見
直
し
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
の
政

府
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
零
細
村
へ
の
打
ち

切
り
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
歳
出
に
あ
た
っ
て
農
林
水
産
業
費
の
縮
減
の
状
況

は
全
町
村
で
一
〇
〇
億
円
を
こ
え
て
お
り
、
各
町
と
も
減
少
し
て

き
て
い
る
。
し
か
し
、
問
題
の
農
地
費
に
つ
い
て
は
、
八
東
町
、

用
瀬
町
、
北
条
町
、
岸
本
町
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
金
額
も
か
わ
っ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
公
債
費
に
よ
る
利
子
、
元
利
と
も
償
還
費
は

い
ず
れ
の
町
に
お
い
て
も
、
地
方
税
収
を
上
回
わ
る
か
、
そ
れ
に

近
い
公
債
費
の
支
出
を
行
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
公
債
費
比
率

も
た
や
す
く
は
下
が
ら
ず
、
九
八
年
度
で
用
瀬
町
、
岸
本
町
、
淀

江
町
は
二
〇
％
を
こ
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
九
九
年
か

ら
平
成
の
市
町
村
の
合
併
が
は
じ
ま
り
、
財
政
逼
迫
の
な
か
で
合

併
へ
の
流
れ
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。

鳥
取
県
で
は
九
九
年
、
い
ち
早
く
合
併
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
全
県

的
に
拡
げ
、
ゴ
ミ
、
消
防
な
ど
は
小
さ
な
自
治
体
で
は
行
え
な
い

行
政
の
事
業
を
、
ま
ず
広
域
連
合
へ
の
組
織
化
か
ら
は
じ
め
る
こ

と
か
ら
、
国
、
県
か
ら
の
権
限
委
譲
を
も
と
め
る
こ
と
を
行
う
べ

き
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
九
八
年
四
月
、
北
条
町
を

含
む
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
が
設
立
さ
れ
、
九
九
年
七
月

に
は
岸
本
町
、
西
伯
町
、
会
見
町
、
日
吉
津
村
な
ど
四
町
村
と
な

表５ 公債比率の高かった町村の財政と合併
（単位：１００万円）

資料：鳥取県「農林水産部事業概要」より
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表６　合併前後の決算状況－米子市 （単位：１００万円）
2006年度2005年度2004年度2003年度2002年度2001年度
米子市米子市米子（合）米子市淀江町米子市淀江町米子市淀江町
55,72854,28755,23153,5754,11853,4484,07859,3454,620歳入総額（100万円）
32.433.031.931.520.333.022.930.220.1地方税
15.016.115.312.834.913.038.411.434.9地方交付税
8.59.89.810.55.39.07.79.47.1国庫支出金
4.94.55.14.85.55.35.76.26.8県支出金
10.17.79.112.715.410.310.214.611.9地方債
5,46753,89454,75553,2834,04653,1083,98658,9614,522歳出（目的別）
26.827.426.424.225.323.217.019.414.8民生費
8.39.88.68.48.28.97.813.17.1衛生費
2.62.33.02.79.42.46.92.17.3農林水産業費
10.510.011.412.99.015.317.613.815.6土木費
7.67.37.89.610.68.911.06.817.5教育費
14.115.213.912.817.112.117.811.114.9公債費

（性質別）
14.313.513.513.221.513.222.411.919.6人件費
15.415.314.613.85.512.14.69.93.6扶助費
14.115.213.912.817.112.117.811.114.9公債費
10.510.911.410.513.810.913.88.712.7物件費
9.810.910.39.913.39.812.98.511.4補助費等
9.46.19.612.717.613.017.824.123.6投資費経費
9.25.99.412.617.112.217.017.121.4普通建設事業費
1.81.73.04.77.74.23.310.67.110.6補助
7.23.96.17.35.47.612.89.39.9単独

資料：米子市、淀江町の決算カードより作成。

る
南
部
箕
蚊
屋
広
域
連
合
が
で
き
、
介
護
関
係
の
事
務
の
移
譲
を

受
け
た
広
域
連
合
と
な
っ
て
い
る
。
合
併
に
か
か
わ
る
制
度
の
説

明
は
、
合
併
特
例
法
に
よ
っ
て
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
が
行

わ
れ
る
こ
と
、
合
併
特
例
債
の
説
明
を
す
る
な
ど
、
町
村
財
政
を

配
慮
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
て
、
市
へ
の
人
口
要
件
も
四
万
人
以

上
と
の
決
定
を
伝
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
議
員
の
定
数
・
在
任
期

間
も
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
に
は
鳥
取
大
学
に
委
託
調
査
を
行
い
、
県
民
へ
の

合
併
に
か
か
わ
る
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
よ
る
と
市

の
三
〇
〇
人
に
一
人
、
町
村
五
〇
人
に
一
人
の
割
合
で
無
作
為
抽

出
を
行
な
い
、
回
収
率
は
市
部
三
六
・
四
％
、
郡
部
四
四
・
五
％

で
あ
る
。
現
在
居
住
す
る
人
た
ち
の
居
住
年
数
は
二
〇
年
以
上
が

市
部
七
割
、
郡
部
八
五
％
と
な
っ
て
い
て
定
着
性
が
非
常
に
高

い
。
生
活
行
動
圏
は
、
買
い
物
、
飲
食
、
レ
ジ
ャ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ

に
至
る
ま
で
、
東
部
は
鳥
取
市
、
中
部
は
倉
吉
市
、
西
部
は
米
子

市
に
集
中
し
て
い
て
、
こ
の
三
市
へ
の
収
斂
の
度
合
が
強
い
。
自

治
体
個
々
へ
の
評
価
は
、
と
て
も
よ
い
、
ふ
つ
う
と
答
え
た
人
が

七
割
ほ
ど
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
は
現
在
の
市
町
村
に
満
足
し
て

い
る
度
合
い
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
肝
心
の
合
併
に
か
か
わ
る

意
見
で
は
、「
隣
接
す
る
二
、
三
の
町
村
」
と
答
え
た
人
が
多
く
、

合
併
し
な
い
方
が
よ
い
が
三
割
ほ
ど
い
て
、
と
く
に
八
頭
郡
で
は

三
八
・
八
％
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
合
併
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
議
員
数
減
少
に
よ
る
議
会
費
の
削
減
が
市
部
で
六
三
・
七
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表７　伯耆町の地方交付税等収入計画 （単位：100万円、％）

2006200520042003200220012000年度

2,864
△24.0

2,989
△20.7

2,762
△26.7

2,865
△23.9

3,060
△18.8

3,329
△11.7

3,770
100.0（１）地方交付税

△19.6△16.7△21.0△18.1△12.9△5.43,072　　　　うち普通

△43.6△38.6△51.9△49.7△44.8△39.3697　　　　特別

267
△30.4

296
△45.3

383
△29.3

542
94.0

279
103.2

137
－

－
－（２）臨時財政対策費

2,738
△10.9

2,857
△7.0

2,810
△8.5

3,058
△0.4

2,954
△3.8

3,043
△0.9

3,072
－

（３）普通交付税・
　 臨時財政対策費

1,4011,3711,3811,3701,4721,4471,429（４）地方税

4,139
△8.1

4,229
△6.1

4,191
△6.9

4,429
△1.6

4,427
△1.7

4,491
△0.2

4,501
－（１）～（４）　計

資料）伯耆町財政課資料

％
、
郡
部
で
も
六
〇
％
を
こ
え
、
産
業
経
済
の
活
性
化
等
は
い
ず

れ
も
三
分
の
一
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
面
白
い
の
は
、「
ど
こ
の
市

町
村
と
な
ら
合
併
す
る
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、
八
東
町
で
は
若

桜
町
、
用
瀬
町
は
佐
治
村
、
北
条
町
は
羽
合
町
・
大
栄
町
、
岸
本

町
は
会
見
町
、
淀
江
町
は
日
吉
津
村
、
日
南
町
は
江
府
町
が
一
番

と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
各
市
町
村
の
コ
ー
ホ

ー
ト
分
析
に
よ
る
生
産
人
口
、
幼
年
人
口
、
高
齢
者
人
口
の
推
計

を
も
出
し
、
興
味
あ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
鳥
取
県
は
こ
の
あ

と
二
〇
〇
二
年
、「
市
町
村
合
併
Ｑ
＆
Ａ
」
な
ど
を
出
し
、
税
金
や

公
共
料
金
に
つ
い
て
の
協
議
調
整
を
は
か
る
方
法
を
示
す
と
と
も

に
、
検
討
の
は
じ
ま
っ
て
い
る
地
区
と
し
て
八
地
区
の
進
行
の
度

合
と
概
要
を
示
し
、
そ
の
合
併
の
進
捗
を
求
め
た
。

そ
の
た
め
、
八
東
町
を
は
じ
め
各
町
と
も
合
併
の
波
に
さ
ら
さ

れ
、
二
〇
〇
五
年
に
日
南
町
を
除
き
合
併
に
参
加
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
は
、
用
瀬
町
は
鳥
取
市
へ
、
淀
江
町
は
米
子
市
へ
吸
収
さ

れ
、
八
東
町
は
郡
家
町
な
ど
と
八
頭
郡
の
名
を
も
ら
っ
て
八
頭
市

に
、
北
条
町
は
羽
合
、
東
郷
町
と
一
緒
に
北
栄
町
に
な
り
、
岸
本

町
は
会
見
と
は
合
併
で
き
ず
溝
口
町
と
一
緒
に
な
っ
て
伯
耆
町
と

な
っ
た
。
財
政
に
難
を
も
っ
て
い
た
町
は
い
ず
れ
も
合
併
に
落
ち

ど
こ
を
見
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
合
併
特
例
債
を
は
じ
め

と
し
た
合
併
後
の
地
方
債
へ
の
依
存
を
ど
う
克
服
す
る
か
が
課
題

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。そ
こ
で
、こ
こ
で
は
岸
本
町
、

溝
口
町
と
合
併
し
た
伯
耆
町
、
淀
江
町
と
合
併
し
た
米
子
市
、
合
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併
を
住
民
投
票
で
振
り
払
っ
た
日
吉
津
村
を
見
て
お
こ
う
。

３
、
ど
こ
も
削
ら
れ
て
い
る
農
業
経
費

①
米
子
市
と
淀
江
町
の
場
合

米
子
市
は
当
初
、
片
山
前
知
事
の
積
極
策
に
乗
り
、
鳥
取
市
、

松
江
市
に
並
ぶ
山
陰
の
中
核
都
市
と
し
て
境
港
市
を
含
め
た
西
部

地
域
一
四
市
町
村
合
併
の
実
現
を
目
指
し
て
い
た
。
実
現
す
れ
ば

ほ
ぼ
二
〇
万
人
と
な
り
、
両
市
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
取
れ
る
と
考
え

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
財
政
運
営
上
か
ら
見
た
い
く
つ
か
の
ケ
ー

ス
を
作
り
、
合
併
せ
ず
に
こ
の
ま
ま
二
〇
一
〇
年
を
迎
え
た
場

合
、
投
資
的
経
費
は
半
減
し
、
新
規
事
業
の
抑
制
と
生
活
基
盤
の

整
備
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
と
警
告
を
発
し
、
合
併
す
れ

ば
、
小
中
学
校
の
通
学
区
域
に
つ
い
て
旧
市
町
村
の
枠
を
超
え
た

見
直
し
や
文
化
施
設
、
体
育
施
設
、
福
祉
施
設
な
ど
公
共
施
設
の

利
用
の
幅
が
広
が
る
と
訴
え
て
い
た
。
狙
い
は
境
港
市
と
の
合
併

の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
あ
い
に
く
の
結
果
と
な
り
、
淀
江
町
と
の

合
併
と
な
っ
た
。
合
併
前
後
の
財
政
状
況
は
（
表
６
）
の
と
お
り

で
、
淀
江
町
は
米
子
市
の
一
〇
分
の
一
に
も
満
た
ぬ
規
模
で
あ

る
。
米
子
市
は
商
工
都
市
と
し
て
地
方
税
も
三
〇
％
を
超
え
て
い

る
も
の
の
、
最
近
は
民
生
費
、
衛
生
費
の
急
増
で
財
政
に
危
機
感

を
持
っ
て
い
た
。
淀
江
町
は
地
方
税
が
二
〇
％
程
度
、
地
方
税
の

半
分
は
固
定
資
産
税
で
あ
る
。
法
人
税
は
わ
ず
か
五
％
で
あ
る
。

合
併
は
し
た
も
の
の
、あ
た
ら
し
い
市
も
、地
方
交
付
税
の
削
減
、

国
庫
補
助
金
の
縮
減
で
不
安
を
持
っ
て
の
出
発
で
あ
る
。
そ
ん
な

な
か
の
農
業
関
係
費
は
、
合
併
前
の
淀
江
町
は
七
％
を
越
え
る
水

準
だ
っ
た
が
、
合
併
後
は
絶
対
額
も
落
ち
て
い
る
。
合
併
後
の
米

子
市
に
あ
っ
て
は
、
農
林
水
産
業
費
は
わ
ず
か
に
二
％
で
、
二
〇

〇
五
年
は
一
一
億
一
七
〇
〇
万
円
、
二
〇
〇
六
年
度
は
一
二
億
五

六
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
い
て
、
合
併
前
の
両
市
町
を
あ
わ
せ
た
額

か
ら
大
き
く
減
っ
て
き
て
い
る
。
農
業
の
主
作
物
は
第
一
位
が
白

ね
ぎ
で
一
七
億
円
を
超
え
、
米
は
第
二
位
、
一
二
億
円
で
あ
る
。

振
興
す
る
作
物
も
こ
れ
と
い
っ
て
な
く
、
少
し
づ
つ
削
減
の
傾
向

と
な
っ
て
い
る
。

②
変
わ
ら
ぬ
公
共
事
業
へ
の
依
存

岸
本
町
と
溝
口
町
の
合
併
は
、
ど
ち
ら
も
農
村
部
で
こ
れ
と
い
っ

た
特
産
物
も
な
く
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
公
共
事
業
導
入
で
多
少

の
雇
用
を
含
め
運
営
し
て
き
た
町
で
あ
る
。
溝
口
町
は
岸
本
町
よ

り
山
側
と
な
る
が
二
〇
〇
〇
年
の
鳥
取
地
震
で
庁
舎
が
倒
壊
す
る

被
害
に
あ
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
町
も
公
債
比
率
が
高
く
岸
本
町

は
二
〇
％
を
越
す
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
と
お
り
で
、
合
併
し
て

も
単
年
度
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
歳
入
の
過
半
を
占

め
る
地
方
交
付
税
等
の
推
移
を
見
る
と
二
〇
〇
三
年
か
ら
の
削
減

が
目
立
っ
て
い
る
（
表
７
）。た
だ
し
、
臨
時
財
政
対
策
債
、
地
方

税
に
よ
り
、
か
ろ
う
じ
て
七
％
台
の
マ
イ
ナ
ス
で
抑
え
て
い
る
。

経
常
収
支
比
率
は
二
〇
〇
一
年
七
九
・
一
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
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二
〇
〇
六
年
九
四
・
四
％
、
公
債
負
担
比
率
も
二
〇
〇
六
年
度
は

二
六
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
起
債
の
際
に
は
県
と
の
協
議
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

二
つ
の
町
の
農
業
関
係
費
は
合
併
前
か
ら
か
な
り
高
い
。
決
算

で
見
る
と
二
〇
〇
二
年
か
ら
合
併
ま
で
の
三
年
間
は
と
く
に
歳
入

の
一
一
％
、
一
六
・
七
％
、
一
二
・
四
％
で
あ
る
。
し
か
も
公
共

事
業
関
係
の
比
率
が
溝
口
町
で
は
五
〇
％
な
の
に
、
岸
本
で
は
七

〇
％
を
越
す
公
共
事
業
の
実
施
と
な
っ
て
い
る
。
岸
本
町
で
は
七

四
・
五
％
、
八
七
・
五
％
、
三
三
％
と
際
立
っ
て
農
業
の
公
共
事

業
が
高
い
。
二
〇
〇
五
年
以
後
も
こ
の
傾
向
は
続
い
て
お
り
、
農

林
水
産
業
費
は
一
〇
・
一
％
、
九
・
一
％
を
占
め
、
そ
の
う
ち
二

〇
〇
五
年
、
二
〇
〇
六
年
で
も
公
共
事
業
関
係
が
七
〇
％
以
上
を

示
し
て
い
る
。
水
田
の
整
備
、
農
業
集
落
排
水
事
業
は
九
割
を
超

え
る
整
備
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
大
山
山
麓
の
国
営
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
な
ど
が
多
い
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
歳
入
は
二
〇
〇
〇
年
度
の
七
％
減
に
な
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
六
年
度
の
財
政
計
画
に
よ
れ
ば
、
起
債

は
二
〇
〇
七
年
度
九
億
円
、
二
〇
〇
八
年
度
も
三
億
七
〇
〇
〇
万

円
を
組
ん
で
お
り
、
赤
字
か
ら
の
脱
出
は
と
も
か
く
、
単
年
度
収

支
は
二
〇
一
〇
年
に
赤
字
を
解
消
す
る
と
い
っ
て
い
る
。

農
業
関
係
費
の
内
容
は
公
共
事
業
以
外
の
も
の
は
事
業
の
種
類

も
金
額
も
少
な
く
二
〇
〇
六
年
の
決
算
に
よ
る
と
県
の
単
独
事
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
一
〇
〇
〇
万
円
、
特
産
物
の
生
産
助
成
三

四
二
万
円
、
農
地
流
動
化
関
連
で
、
三
年
以
上
の
利
用
権
設
定
に

対
し
、
一
〇
ａ
当
た
り
八
〇
〇
〇
円
を
県
と
折
半
で
補
助
、
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
い
で
国
・
県
を
含
め
て
一
億
円
の
支
出
が
あ

る
程
度
で
、
わ
ず
か
で
あ
る
。
農
業
地
域
の
合
併
は
都
市
と
の
合

併
以
上
に
困
難
を
伴
っ
て
い
る
。

③
法
人
税
た
よ
り
の
小
さ
な
村
づ
く
り

日
吉
津
村
は
米
子
市
、
境
港
市
を
含
め
た
西
部
一
四
市
町
村
合

併
構
想
か
ら
、
直
接
介
護
、
教
育
（
村
に
は
小
学
校
し
か
な
い
。

中
学
校
は
米
子
市
に
行
く
）
医
療
、
消
防
で
広
域
連
合
を
組
む
米

子
市
へ
の
合
併
に
多
き
く
揺
れ
た
村
で
あ
る
。
人
口
三
〇
〇
〇
人

強
、
村
内
に
王
子
製
紙
、
ジ
ャ
ス
コ
が
あ
り
こ
の
固
定
資
産
税
と

法
人
税
が
た
よ
り
の
村
で
あ
る
。
地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体
に

な
っ
た
り
な
ら
な
か
っ
た
り
、
財
政
的
に
は
最
も
恵
ま
れ
た
村
で

あ
る
。
二
〇
〇
二
年
来
の
県
に
よ
る
合
併
促
進
の
協
議
も
結
論
が

出
ず
、
二
〇
〇
四
年
を
迎
え
る
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
三
〇
日
に

住
民
投
票
に
よ
っ
て
合
併
の
是
非
を
決
め
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の

結
果
、
非
合
併
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
の
住
民
へ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
単
独
の
場
合
は
固
定
資
産
税
は
一
〇
〇
分

の
一
・
四
％
か
ら
一
・
六
％
に
引
き
上
げ
、
下
水
道
使
用
料
金
は

五
〇
％
ア
ッ
プ
と
加
入
者
負
担
を
一
八
万
円
か
ら
三
〇
万
円
に
あ

げ
、
保
育
料
、
各
種
検
診
の
有
料
化
、
は
て
は
農
業
者
研
修
セ
ン

タ
ー
や
ふ
れ
あ
い
館
の
使
用
料
値
上
げ
を
も
明
示
し
て
住
民
に
諮
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表８　日吉津村の収入計画 （単位：千円）

２３２２２１２０１９１８１７年　度

１,０１１,０２９１,０４３,３２９１,０８０,７２９１,０９６,１２９１,１３１,６８９１,０６７,１９７９８３,１１１地方税

歳　
　
　

入

１９２,６５０１９２,６５０１９２,６５０１９３,６５０１８８,００８１７８,４５２２１５,００１村民税

７８４,０００８１６,３００８５３,７００８６８,１００９０９,３０２８５１,３６２７３１,７５３固定資産税

３４,３７９３４,３７９３４,３７９３４,３７９３４,３７９３７,３８３３６,３５７その他の税

１３４,２５０１３４,２５０１３９,６５０１４１,８５０１５２,２９１１５３,８３２１７２,６３２地方交付税・交付金など

１０８,１５７１７９,６５７１０８,１５７１８８,１５７１０８,１５７９８,０９０１５４,４７７国・県支出金

１００,３９６９８,７９６９４,２９８９２,７９８９７,７６３１００,７７２９２,９０５使用料・手数料など

６０,６６２１１９,４６６８２,０６４７１,８０６１４,１９０１８,３６４６３,３５３繰越金・繰入金

４６,６００１０７,３００５７,６００２０８,０００７１,１００１１１,２００１６２,７００地方債

１,４６１,０９４１,６８２,７９８１,５６２,４９８１,７９８,７４０１,５７５,１９０１,５４９,４５５１,６２９,１７８　　計
資料）日吉津村役場資料

表９　日吉津村の農業関係費 （単位：千円）

農業委員
会関係費

施　 設
関 係 費

農地整備
関 係 費

畜　 産
関 係 費

鳥獣被害
対 策 費

単村事業費
（転作補助）

水田（米穀・
転作）関係費

農業振興
関 係 費年度

5,0458,37834,82963141,9111,2503,2592000
4,8584,54044,33448712,6887,7524,38601
4,2254,64830,35545523,7522,4361,71302
4,0384,37829,42933－2,8142,1111,22403
3,76510,45027,87230592,02360284004
4,4264,33230,30734541,8682743,59105
4,7826,45223,19531542,0651522,03806
4,3503,79119,82927212,080－3,04307

資料）日吉津村役場資料
注１　水田関係費は、水田農業だけでなく農業全体を対象としており、球根生産グループも解散しているため、関係費がほと

んどなくなっている。
注２　水田関係費として、水田の生産調整に係わる事業があった。平成18年度をもって事務局がJAに以降し、村の会計を通ら

なくなった。
注３　平成19年度は平成20年2月の数字。
注４　「施設関係費」は農業関係事業で建てた施設「農業者トレーニングセンター（体育施設）」｛ふれあい生活感（農業加工施

設）」の関係費。　

っ
た
。
結
果
は
圧
倒
的
に
「
単
独
で
存
続
」
に

な
り
、
村
と
し
て
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇

〇
四
年
以
後
は
小
さ
な
村
と
し
て
の
行
政
活
動

を
活
発
化
し
て
お
り
、
村
民
本
位
の
行
政
懇
談

会
な
ど
を
開
い
て
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
と
意
見
の

吸
収
を
図
っ
て
い
る
。

村
の
財
政
事
情
は
、
二
〇
〇
七
年
で
歳
入
総

額
は
一
五
億
七
〇
〇
〇
万
円
、
う
ち
地
方
税
は

一
一
億
三
〇
〇
〇
万
円
、
七
〇
％
を
占
め
、
地

方
交
付
税
、
国
庫
・
県
支
出
金
は
一
六
％
に
過

ぎ
な
い
（
表
８
）。農
業
関
係
費
は
五
〇
〇
〇
万

円
程
度
で
、
都
市
化
地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

農
地
面
積
は
田
畑
合
わ
せ
て
一
二
三
�
、
水
田

は
七
八
�
で
米
対
策
と
生
産
調
整
が
ら
み
の
事

業
が
中
心
で
あ
る
。
生
産
調
整
が
ら
み
で
麦
、

大
豆
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
て
、
そ
の
他
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
栽
培
、

レ
ン
ゲ
へ
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
品
目

横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
対
象
は
、
個
別
が
二

人
、
法
人
は
ひ
と
つ
で
、
こ
の
麦
・
大
豆
へ
の

補
助
は
一
〇
ａ
当
た
り
二
万
五
五
〇
〇
円
、
球

根
、
ネ
ギ
、
レ
ン
ゲ
は
一
万
二
八
〇
〇
円
の
助

成
と
な
っ
て
い
る
。
大
き
な
悩
み
は
遊
休
地
対
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策
だ
。
一
〇
ａ
当
た
り
七
〇
〇
〇
円
を
出
し
て
、
復
活
の
た
め
ユ

ン
ボ
に
よ
る
復
元
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
農
地
の
保
全

が
大
き
な
仕
事
と
な
っ
て
い
る
（
表
９
）。

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
財
務
関
係
の
担
当
者
は
、
昨
年
暮
の

法
人
二
税
に
か
か
わ
る
地
域
再
生
対
策
に
つ
い
て
は
、
企
業
誘
致

の
自
治
体
か
ら
財
源
を
奪
う
も
の
で
、
よ
く
な
い
と
い
う
声
を
聞

い
た
。
東
京
を
考
慮
に
い
れ
て
も
、
本
来
地
方
交
付
税
で
処
置
す

べ
き
と
こ
ろ
を
法
人
二
税
が
増
加
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
水
平
的

財
政
調
整
を
急
に
入
れ
る
こ
と
は
理
屈
に
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
企
業
誘
致
の
多
い
県
の
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
今
後

疑
問
が
出
さ
れ
て
く
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
地
方
財
政
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
抜
け
道
の

な
い
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。

（
元
立
教
大
学
経
済
学
部
経
済
研
究
科
教
授
）
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（
一
）

昨
年
一
月
号
の
年
頭
所
感
を
、
私
は
次
の
よ
う
な
文
章
で
始
め

た
。

「
今
年
度
か
ら
実
施
に
移
さ
れ
る
経
営
所
得
安
定
対
策
等

を
、�
戦
後
農
政
の
大
転
換
�
と
農
政
当
局
は
自
賛
し
て
い
る

が
、
〇
七
年
度
は
、
後
年
、
農
政
の
虚
構
性
が
明
ら
か
に
な
り
、

日
本
農
業
縮
小
を
方
向
づ
け
た
転
換
年
と
記
録
す
る
こ
と
に
な

る
惧
れ
が
多
分
に
あ
る
、
と
私
に
は
思
え
て
な
ら
な
い
」。

問
題
に
し
た
の
は
品
目
横
断
的
経
営
安
定
政
策
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
Ｆ

Ｔ
Ａ
農
業
交
渉
、
農
地
法
改
正
問
題
の
三
政
策
だ
っ
た
が
、
品
目

横
断
的
経
営
安
定
政
策
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
お
い

た
。

「
…
施
策
対
象
を
少
数
の
�
担
い
手
�
に
限
定
す
る
品
目
横

断
的
経
営
安
定
対
策
は
、施
策
対
象
外
の
多
く
の
非�
担
い
手
�

農
業
者
の
意
欲
を
萎
え
さ
せ
耕
作
放
棄
地
を
増
大
さ
せ
よ
う
。

囲
い
込
ま
れ
た
�
担
い
手
�
経
営
も
す
べ
て
が
�
担
い
手
�
で

あ
り
続
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
脱
落
者
が
出
る
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
の
歴
史
か
ら
い
っ
て
避
け
難
い
し
、
脱
落
し
な
い
者
も
、

低
農
産
物
価
格
条
件
が
続
く
限
り
は

こ
の
対
策
は
そ
の
持

続
を
前
提
に
し
、
低
農
産
物
価
格
に
耐
え
ら
れ
る
経
営
構
造
の

創
出
を
目
指
し
て
い
る

規
模
拡
大
へ
の
投
資
意
欲
を
持
て

な
い
だ
ろ
う
。
結
果
す
る
の
は
、
多
く
の
非
�
担
い
手
�
農
業

者
の
耕
作
放
棄
地
増
大
が
象
徴
す
る
農
業
生
産
の
縮
小
、
自
給

率
の
更
な
る
低
下
、�
不
測
�
の
事
態
下
で
の
食
料
供
給
困
難
で

は
な
い
か
」。

〇
八
年
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
は
�
水
田
・
畑
作
経
営

所
得
安
定
対
策
�
と
名
称
を
変
え
、�
市
町
村
特
認
制
度
の
創
設
等

地
域
の
実
態
に
即
し
た
見
直
し
�（
大
臣
官
房
予
算
課
「
平
成
二
〇

年
度
農
林
水
産
予
算
の
概
要
」
の
表
現
）
が
行
な
わ
れ
、
予
算
の

組
み
立
て
も
変
る
。
ま
た
、
品
目
横
断
施
策
と
�
表
裏
一
体
�
の

「
水
田
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
」

で
何
が
変
っ
た
の
か

東
京
農
工
大
学
名
誉
教
授

梶
井

功

農村と都市をむすぶ２００８．４
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関
係
に
あ
る
と
さ
れ
た
米
政
策
改
革
推
進
対
策
も
、�
飼
料
米
、
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
米
等
非
主
食
用
米
の
生
産
を
着
実
に
定
着
さ
せ

る
�
施
策
や
生
産
調
整
不
参
加
者
に
対
す
る
参
加
促
進
施
策
な

ど
、
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。�
制
度
の
基
本
を
維
持
し
つ
つ

も
�
と
は
い
え
、
〇
一
年
の
「
農
業
経
営
政
策
に
関
す
る
研
究
会

以
来
五
年
越
し
で
練
り
に
練
り
、�
戦
後
農
政
の
大
転
換
�
を
自
負

し
な
が
ら
実
施
に
入
っ
た
�
農
政
改
革
�
の
目
玉
を
、
実
施
初
年

度
の
結
果
で
変
更
す
る
と
い
う
の
は
、
過
チ
テ
ハ
則
チ
改
ム
ル
ヲ

憚
ル
勿
レ
と
は
い
う
も
の
の
、
農
政
当
局
に
と
っ
て
は
尋
常
で
は

な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

尋
常
な
ら
ざ
る
そ
の
�
見
直
し
�
・
変
更
を
余
儀
な
く
し
た
の

は
、
〇
七
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
で
の
政
権
与
党
の
惨
敗
、
な
か

ん
ず
く
農
民
票
が
物
を
言
う
農
村
部
で
の
惨
敗
だ
っ
た
。
そ
の
惨

敗
は
、
公
示
前
七
月
一
一
日
日
本
農
業
新
聞
発
表
の
農
政
ア
ン
ケ

ー
ト
が
、
政
党
支
持
率
は
自
民
党
五
〇
％
、
民
主
党
一
七
％
な
の

に
、
政
策
支
持
率
に
な
る
と
自
民
党
の
�
担
い
手
限
定
品
目
横
断

的
経
営
安
定
策
�
二
三
％
民
主
党
の
全
販
売
農
家
対
象
、
戸
別
所

得
補
償
策
五
四
％
と
逆
転
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
充
分
に
予
測
さ
れ
た
惨
敗
だ
っ
た
。
選
挙
結
果
は
、
農
村
の

人
た
ち
の
選
択
は
政
党
の
如
何
で
は
な
く
、
今
や
政
策
の
如
何
に

あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
惨
敗
の
主
因
は
担
い
手
限
定
政
策
に
こ
そ

あ
る
、
来
る
べ
き
衆
院
選
に
備
え
て
そ
の
是
正
が
急
務
、
と
自
民

党
農
林
議
員
諸
公
が
判
断
し
た
の
は
当
然
で
あ
り
、
今
回
の
�
見

直
し
�
は
�
政
治
主
導
�
で
行
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴

が
あ
る
。�
見
直
し
�
の
な
か
み
も
公
表
さ
れ
た
〇
七
年
末
の
日
本

農
業
新
聞
の
解
説
記
事
�
出
直
し
農
政
改
革
�
の
一
部
を
借
り
て

お
こ
う
。

�（
〇
七
・
一
〇
・
二
六
米
価
下
落
緊
急
対
策
と
し
て
、
三
四

万
ト
ン
政
府
買
い
入
れ
な
ど
が
き
ま
る
が
）

こ
の
緊
急
需
給
対
策
を
前
哨
戦
に
、
政
府
・
自
民
党
は
、
一

二
月
二
〇
日
に
は
農
政
改
革
の
見
直
し
関
連
対
策
を
決
め
た
。

一
連
の
対
策
の
取
り
ま
と
め
で
共
通
す
る
の
は
、
自
民
党
に
よ

る
「
政
治
主
導
」
だ
っ
た
。

農
水
省
が
原
案
を
作
成
し
、
自
民
党
が
修
正
を
加
え
て
い
く

と
い
う
の
が
政
策
決
定
の
従
来
の
手
法
。
し
か
し
、「
従
来
の
や

り
方
で
は
、
農
村
の
支
持
回
復
に
つ
な
げ
る
大
胆
な
政
策
が
打

ち
出
せ
な
い
」（
同
党
農
林
幹
部
）。解
散
・
総
選
挙
が
ち
ら
つ
く

中
、
農
林
幹
部
が
幹
事
長
ら
党
四
役
や
官
邸
の
支
持
を
取
り
付

け
な
が
ら
、
農
相
や
財
務
相
と
直
接
折
衝
す
る
異
例
の
手
法
で

進
め
ら
れ
た
。
政
治
主
導
の
裏
側
に
は
、
明
ら
か
に
、
七
月
の

参
院
選
で
農
村
の
関
心
を
集
め
た
民
主
党
の
戸
別
所
得
補
償
制

度
へ
の
対
抗
意
識
が
あ
っ
た
。�（
〇
七
・
一
二
・
二
八
付
日
本

農
業
新
聞
�
出
直
し
農
政
改
革
�）。

�
民
主
党
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
へ
の
対
抗
意
識
�
を
軸
に
見

直
す
以
上
は
、
当
然
に
い
う
と
こ
ろ
の
�
担
い
手
�
へ
の
施
策
限

定
を
ど
う
す
る
の
か
に
問
題
は
し
ぼ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
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ず
は
そ
れ
が
ど
な
っ
た
か
、
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
上
で
、
今
回
の
�
見
直
し
�
後
の
施
策
が
、
対
象
限
定
か
ら
生

ず
る
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
す
る
施
策
ま
で
に
な
っ
て
い
る
の
か

ど
う
か
、が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。変
更
し
た
施
策
は
、�
農

業
生
産
の
縮
小
、
自
給
率
の
更
な
る
低
下
、
不
測
の
事
態
下
で
の

食
糧
供
給
困
難
と
い
う
事
態
�
を
生
じ
さ
せ
る
惧
れ
を
な
く
す
る

と
期
待
さ
せ
る
と
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

（
二
）

水
田
、
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
と
名
称
を
変
え
た
の
は
、
品

目
横
断
的
と
い
う
表
現
が
理
解
さ
れ
に
く
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う

こ
と
だ
が
、
む
ろ
ん
民
主
党
の
戸
別
所
得
補
償
と
い
う
表
現
を
多

分
に
意
識
し
て
で
あ
ろ
う
。
名
称
変
更
が
施
策
の
実
質
を
変
え
る

も
の
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
が
問
題
だ
が
、
そ
の
点
に
か
か
わ
っ
て

ま
ず
コ
メ
ン
ト
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
施
策
対
象
を
一
握

り
の
�
担
い
手
�
に
限
定
す
る
と
し
て
き
た
そ
の
限
定
性
の
緩
和

が
図
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

施
策
対
象
の
限
定
性

�
○
個
人
や
法
人
の
個
別
経
営
は
、

認
定
農
業
者
に
な
っ
て
、
四
�
（
北
海
道
は
一
〇
�
）
以
上
の
経

営
規
模
を
確
保
す
る

○
集
落
営
農
組
織
の
場
合
は
、
二
〇
�
以

上
の
経
営
規
模
を
確
保
す
る

こ
と
が
原
則
�（
〇
七
・
八
大
臣
大

房
予
算
課
「
平
成
二
〇
年
度
農
林
水
産
予
算
概
算
要
求
の
概
要
」

の
表
現
）

は
、
こ
の
施
策
が
議
論
さ
れ
始
め
た
と
き
か
ら
問

題
に
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
り
、
私
な
ど
も
当
初
か
ら
問
題
に
し
て

き
た
点
だ
が
、
見
直
し
は
こ
の
原
則
は
原
則
と
し
て
活
か
し
て
お

い
た
上
で
、�
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
周
囲
か
ら
も
認
め
ら

れ
、
熱
意
を
持
っ
て
営
農
に
取
り
組
む
者
で
あ
れ
ば
、
市
町
村
特

認
に
よ
り
本
施
策
に
加
入
で
き
る
道
を
開
き
ま
す
�（
〇
八
・
一
大

臣
官
房
予
算
課
「
平
成
二
〇
年
度
農
林
水
産
予
算
の
概
要
」
の
表

現
）
と
特
別
措
置
を
設
け
、
要
件
緩
和
を
図
っ
た
。

こ
れ
ま
で
も
さ
き
の
�
原
則
�
だ
け
で
や
ろ
う
と
し
た
わ
け
で

は
な
い
。�
集
落
の
農
地
が
少
な
い
場
合
の
特
例
�（
認
定
農
業
者
の

場
合
二
・
六
�
ま
で
、
集
落
営
農
組
織
は
一
二
・
八
�
ま
で
）
と

か
、�
生
産
調
整
組
織
の
場
合
の
特
例
�（
七
�
ま
で
）と
い
っ
た�
各

種
の
特
例
�
が
あ
り
、
更
に
�
上
記
の
特
例
の
他
に
も
、
そ
の
経

営
を
対
策
の
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
の
事
情
が
あ
る

場
合
に
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
の
申
請
に
基
ず
き
、
国
が
そ
の

特
別
な
事
情
を
審
査
・
公
表
し
た
上
で
対
象
と
な
り
ま
す
�（「
…

概
算
要
求
の
概
要
」）
と
い
う
通
称
知
事
特
認
が
あ
っ
た
。
が
、

こ
の
知
事
特
認
は
ま
っ
た
く
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
点
を
考

慮
し
て
知
事
特
認
に
替
え
て
市
町
村
特
認
に
し
た
の
だ
が
、
市
町

村
特
認
に
な
っ
て
施
策
対
象
は
増
え
る
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
福
岡
は
�
担
い
手
の
創
出
・
育
成

に
つ
い
て
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
対
象
と
な
る
米
・
麦

・
大
豆
の
担
い
手
を
「
政
策
的
担
い
手
」
と
し
、
そ
れ
以
外
の
他

作
物
農
業
者
、高
齢
農
業
者
や
女
性
農
業
者
等
を「
地
域
担
い
手
」

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
�（
〇
七
・
一
〇
・
三
〇
付
農
業
協
同
組
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合
新
聞
）
と
い
う
。「
政
策
的
担
い
手
」
と
「
地
域
担
い
手
」
と
い

う
呼
び
名
ま
で
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
珍
し
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
地
域
の
営
農
を
守
る
た
め
に
、
ど
こ
の
町
村
で
も
「
地
域
担

い
手
」
の
�
創
出
・
育
成
�
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
条
件
を
踏
ま

え
て
努
力
し
て
い
る
こ
と
で
は
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
市
町
村
の
努

力
が
素
直
に
市
町
村
特
認
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
だ

が
、
ど
う
な
る
こ
と
か
。
今
回
の
市
町
村
特
認
も
�
市
町
村
か
ら

の
申
請
に
基
づ
き
、
国
が
そ
の
特
別
な
事
情
を
審
査
し
た
上
で
対

象
と
な
り
ま
す
�（「
…
予
算
の
概
要
」）
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
か
ら
、
市
町
村
の
判
断
だ
け
で
特
認
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
を
注
意
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
国
に
よ
る
�
特
別
な
事
情
�

の�
審
査
�と
い
う
条
件
は
、
知
事
特
認
の
と
き
と
同
じ
で
あ
る
。

一
件
も
申
請
が
な
か
っ
た
と
い
う
知
事
特
認
の
二
の
舞
に
な
ら
な

い
よ
う
な
�
審
査
�
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

見
直
し
は
施
策
対
象
だ
け
で
な
く
、
対
策
内
容
に
つ
い
て
も
行

な
わ
れ
た
。
見
直
し
前
の
施
策
内
容
と
見
直
し
後
の
施
策
を
第
１

表
に
示
し
て
お
く
。
〇
七
年
八
月
概
算
要
求
に
盛
り
込
ま
れ
た
施

策
が
見
直
し
前
で
あ
り
、
そ
れ
と
見
直
し
後
に
つ
く
ら
れ
た
〇
八

年
度
予
算
の
施
策
を
な
ら
べ
て
い
る
。

「
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
」
は
、
対
策
の
し
く
み
自

体
は
「
品
目
横
断
」
の
と
き
と
同
じ
で
、
内
外
価
格
格
差
是
正
の

た
め
の
�
生
産
コ
ス
ト
の
補
て
ん
�（
ゲ
タ
と
い
っ
て
き
た
部
分
）

が
�
過
去
の
生
産
実
績
に
基
づ
く
支
払
�（
一
〇
二
三
億
三
三
〇
〇

万
円
）
と
�
毎
年
の
生
産
量
・
品
質
に
基
づ
く
支
払
�（
五
〇
八
億

二
〇
〇
万
円
）
の
二
つ
に
分
け
て
組
ま
れ
て
い
る
。
表
に
は
二
つ

の
支
払
い
の
合
算
額
一
五
三
一
億
五
三
〇
〇
万
円
を
示
し
て
い
る

が
、
見
直
し
前
よ
り
三
一
億
三
〇
〇
〇
万
円
多
く
な
っ
て
い
る
。

〇
八
年
生
産
調
整
は
一
〇
万
�
の
増
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
伴
い
、
麦
・
大
豆
の
生
産
量
増
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
そ
の

所
要
額
と
し
て
、
毎
年
の
生
産
量
・
品
質
に
基
づ
く
支
払
予
算
を

そ
れ
だ
け
膨
ら
ま
せ
た
の
で
あ
る
。

所
得
安
定
対
策
の
も
う
一
つ
の
柱
は
、�
米
、
麦
、
大
豆
、
て
ん

菜
、
で
ん
粉
原
料
用
ば
れ
い
し
ょ
ご
と
の
標
準
的
収
入
（
過
去
五

年
の
中
庸
３
か
年
平
均
収
入
）
と
当
該
年
の
年
収
入
の
差
額
を
合

算
、
相
殺
し
、
生
産
者
と
国
の
拠
出
（
生
産
者
と
国
が
一
対
三
の

割
合
）
に
よ
り
、
一
〇
％
ま
で
の
収
入
減
少
に
つ
い
て
、
減
収
額

の
九
割
の
範
囲
内
で
補
填
を
行
う
�収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策（
ナ

ラ
シ
と
い
わ
れ
て
い
た
措
置
）
だ
が
、
そ
の
予
算
額
も
見
直
し
前

に
く
ら
べ
一
一
一
億
四
五
〇
〇
万
円
上
積
み
さ
れ
て
い
る
。
し
く

み
の
前
提
は
一
〇
％
ま
で
の
収
入
減
だ
が
、
〇
七
年
は
そ
れ
で
は

す
み
そ
う
に
な
か
っ
た
。
問
題
は
七
万
�
も
の
作
付
超
過
が
主
因

と
さ
れ
た
米
価
低
落
だ
っ
た
。
第
一
図
に
示
す
よ
う
に
、
見
直
し

が
論
議
さ
れ
て
い
た
段
階
で
は
、
米
価
低
落
は
明
ら
か
に
�
過
去

五
年
の
中
庸
三
年
の
平
均
収
入
�
を
割
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
全
国
農
協
中
央
会
が
こ
の
図
な
ど
を
示
し
た
上
で
�
現

行
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
で
対
応
で
き
な
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第１表　水田・畑作経営所得安定対策予算
07年8月
概算要求

08年1月
農林水産予算

１９４,３９４百万円

１５０,０２３
４４,３７２

２４,０１８
１０,８９１３）

１６８４）

１２,９５９５）

２０８,６７０百万円

１５３,１５３１）

５５,５１７２）

〔１２,５６２〕
３０,５５７
９５０
６９７
６,４８０
４５

１７,１００
５,２８５

１．水田・畑作経営所得安定対策の推進
生産条件不利補正対策（２０年産）
収入減少影響緩和対策（１９年産）

〔別途０７年度補正予算分、生産条件不利補正対策（０７年産）〕
２．集落営農・担い手支援対策

集落営農総合支援事業
担い手経営展開支援リース事業
地域担い手経営基盤強化総合対策実験事業
農業近代化資金金利負担軽減
担い手経営革新促進事業
★を除く担い手育成・確保支援対策

〔別途07年度補正予算分　担い手経営革新促進事業のうち先進的小麦生産支援10,466百万円〕
注１）過去実績に基づく支払い１０２,３３３百万円と当該年の品質別生産量に応じての支払い５０,８２０百万円の計。
５０,８２０百万円の中には、０８年生産調整強化等による麦、大豆生産量の増加に係わる所要額３,１３０百万円が含
まれている。
２）５５,５１７百万円には収入減が超１０％の場合、生産者の拠出なしに国の負担による補てん実施のための予算
１１,１４５百万円が含まれている。
３）は「集落営農への参加の促進」に関する事業１０,１８１百万円と「集落営農の経営発展への支援」事業７１０百
万円の計
４）は「中小企業政策部局との連携施策」である「農業経営・事業拡大支援事業」
５）は「担い手育成・確保支援対策」事業予算から３）に含めた「地域担い手経営基盤強化総合対策実験事
業」予算を除いた額。

い
ほ
ど
一
九
年
産
米
価
が
大
幅
に
下
落
し
た
場
合
は
、
政
府
補
て

ん
部
分
を
追
加
す
る
等
の
緊
急
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
�
と

自
民
党
水
田
農
業
振
興
議
員
連
盟
総
会
で
要
請
し
た
の
が
〇
七
・

一
〇
・
一
九
の
こ
と
だ
っ
た
。
一
一
一
億
四
五
〇
〇
万
円
が
〇
八

年
予
算
で
プ
ラ
ス
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
要
請
に
応
え
た
も
の
で

あ
っ
て
、「
…
予
算
の
概
要
」
は
�
万
が
一
、
収
入
減
少
が
一
〇
％

を
超
え
た
場
合
の
生
産
者
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、
一
九
年
度

に
つ
い
て
は
特
別
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
一
〇
％
を
超
え

る
収
入
減
少
に
対
し
て
生
産
者
の
拠
出
な
し
に
国
の
負
担
分
に
よ

る
補
て
ん
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
一
一
一
億
四
五
〇
〇
万
円
を
措
置

し
て
い
ま
す
�
と
説
明
し
て
い
る
。

経
営
所
得
安
定
対
策
の
対
象
と
し
て
の
担
い
手
個
別
経
営
と
集

落
営
農
を
支
援
す
る
予
算
も
、
概
算
要
求
時
点
に
く
ら
べ
、
六
五

億
四
〇
〇
〇
万
円
の
増
に
な
っ
て
い
る
が
、
集
落
営
農
支
援
よ
り

も
担
い
手
個
別
経
営
へ
の
支
援
に
力
点
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
集
落
営
農
・
担
い
手
支
援
対

策
事
業
を
、
集
落
営
農
と
個
別
経
営
に
わ
け
て
示
す
と
第
２
表
の

よ
う
に
な
る
。
個
別
経
営
支
援
に
重
点
を
か
け
て
見
直
さ
れ
た
と

み
て
い
い
だ
ろ
う
。

〇
七
年
産
で
所
得
安
定
対
策
に
加
入
し
た
稲
作
農
家
は
五
万
人

だ
が
、
市
町
村
で
作
成
さ
れ
た
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
で
担
い
手
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
農
家
は
認
定
農
業
者
で
も
一
五
万
人
い

る
。
市
町
村
特
認
が
こ
れ
ら
の
農
業
者
の
特
認
を
求
め
て
の
申
請
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第１図　コメセンター入札の年産別落札銘柄平均価格の推移 
（コメ価格センター入札取引結果公表より） 

（単位：円/60kg） 

（注１）18年産から、公表価格には包装代（紙袋）、拠出金、消費税を含めているため、16、17年産について
も包装代等を計上した価格を（　）書きで参考標記している。 

（注２）19年産の価格は、9月26日入札終了時点の取引結果を加重平均した年産平均価格である。 
（注３）価格は17年産までが銘柄ごとの落札数量で加重平均した価格であり、18年産以降は銘柄ごとの前

年産検査数量ウェイトで加重平均した価格である。 

14,000 

15,000 

16,000 

17,000 

18,000 

19,000 

20,000 

21,000 

22,000 

23,000 

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19年度 

20,204
19,806

17,625

18,508

16,904

16,084

16,274

16,157

21,078

15,711
15,128

（16,660） 
（16,048） 

15,731

14,464

第２表
集落営農担い手支援対策事業の構成

０７．８
概算要求

０８．１
農林予算

１,２５０百万円    

（１００）
１,６９２百万円    

（１３５.４）
集落営農

９,６４１
（１００）

６,４８０
（６７.２）

ダブリ

１３,１２７
（１００）

２２,３８５
（１７４.５）

個別経営

２４,０１８
（１００）

３０,５５７
（１２７.２）

計

注）ダブリは地域担い手経営基盤強化総合対策実験事業

に
な
る
と
し
た
ら
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
問

題
な
る
の
は
集
落
営
農
組
織
に
与
え
る
影
響
だ
が
、�
認
定
農
業
者

は
集
落
営
農
の
同
意
が
な
い
と
同
対
策
へ
の
加
入
が
認
め
ら
れ
な

い
�（
〇
八
・
二
・
一
日
本
農
業
新
聞
）
こ
と
に
す
る
そ
う
だ
が
、

こ
の
こ
と
自
体
問
題
を
生
む
。
特
認
が
�
む
ら
�
の
な
か
に
歪
み

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ら
な
い
か
、
で
あ
る
。�
地
域
農
業
の
担
い

手
と
し
て
周
囲
か
ら
も
認
め
ら
れ
、
熱
意
を
持
っ
て
営
農
に
取
り

組
む
者
�
を
�
限
定
�
す
る
の
で
は
な
く
、
営
農
に
従
事
す
る
者
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が
�
熱
意
を
持
っ
て
営
農
に
取
り
組
め
る
�
よ
う
に
す
る
こ
と
に

政
策
を
か
え
る
こ
と
こ
そ
、
今
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

（
三
）

前
述
し
た
よ
う
に
昨
年
末
の
施
策
見
直
し
は
参
院
選
で
の
与
党

の
惨
敗
と
七
万
�
の
作
付
超
過
も
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
米
価
低

落
が
大
き
な
契
機
に
な
っ
た
。
経
営
所
得
安
定
対
策
と
表
裏
一
体

と
い
わ
れ
て
い
る
米
政
策
改
革
も
、
当
然
、
と
い
う
よ
り
経
営
所

得
安
定
施
策
に
先
行
し
て
見
直
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
弾
は
、

三
四
万
ト
ン
の
政
府
備
蓄
米
積
み
増
し
、
全
農
在
庫
〇
六
年
産
米

一
〇
万
ト
ン
飼
料
米
処
理
へ
の
助
成
だ
っ
た
が
、
第
二
弾
で
行
な

わ
れ
た
生
産
調
整
強
化
を
含
む
米
政
策
改
革
が
、
予
算
面
で
は
ど

う
い
う
か
た
ち
に
な
っ
た
か
を
、
第
一
表
と
同
じ
く
見
直
し
前
の

概
算
要
求
の
数
字
と
〇
八
年
度
予
算
を
対
比
さ
せ
て
み
る
と
第
３

表
の
よ
う
に
な
る
。

米
政
策
改
革
の
見
直
し
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
新
年
度
予
算

と
し
て
で
は
な
く
、
〇
七
年
度
補
正
予
算
五
〇
〇
億
円
を
投
入
す

る
こ
と
に
し
た
地
域
水
田
農
業
活
性
化
緊
急
対
策
で
あ
る
。
前
述

し
た
よ
う
に
〇
七
年
は
七
万
�
の
生
産
調
整
未
実
施
が
あ
り
、
加

え
て
米
消
費
減
少
傾
向
か
ら
す
る
と
、
〇
八
年
に
は
〇
七
年
よ
り

更
に
三
万
�
の
生
産
調
整
面
積
増
が
必
要
と
見
込
ま
れ
た
。
〇
七

年
に
く
ら
べ
、
あ
わ
せ
て
一
〇
万
�
の
生
産
調
整
拡
大
で
あ
る
。

七
万
�
の
過
剰
作
付
は
、
米
価
暴
落
を
も
も
た
ら
し
て
い
た
。
生

産
調
整
の
完
全
実
施
を
至
上
命
題
と
、
自
民
党
も
そ
し
て
政
府
も

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
五
〇
〇
億
円
を
含
め

�
米
の
生
産
調
整
実
施
者
支
援
充
実
対
策
�
と
し
て
組
ん
だ
〇
七

年
度
補
正
予
算
は
六
四
四
億
円
に
達
す
る
。
補
正
総
額
で
は
七
九

九
億
だ
が
、�
直
近
三
年
間
の
農
林
水
産
関
係
の
補
正
予
算
（
非
公

共
事
業
）
は
一
〇
〇
億
を
下
回
っ
て
お
り
、
異
例
の
規
模
に
積
み

上
が
っ
た
�（
〇
七
・
一
二
・
二
八
日
本
農
業
新
聞
「
出
直
し
農
政

改
革
」）。

補
正
予
算
五
〇
〇
億
円
の
使
途
は
第
３
表
の
注
２
に
記
し
た
通

り
生
産
調
整
拡
大
の
た
め
の
�
緊
急
一
時
金
�
で
あ
る
。
巷
間
踏

み
切
り
料
と
か
言
わ
れ
て
い
る
が
、
新
規
生
産
調
整
参
加
な
ど
で

転
作
面
積
が
拡
大
す
る
以
上
、
当
然
増
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
わ
れ
る
�
産
地
づ
く
り
交
付
金
�
に
は
全
く
修
正
は
ほ
ど
こ
さ

れ
て
い
な
い
。
産
地
づ
く
り
交
付
金
は
〇
七
〜
〇
九
年
産
の
三
年

間
固
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
の
だ
が
、
不
可

解
な
措
置
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、「
自
民
党
の
加
藤
紘
一
総
合
農
政
調
査
会
最

高
顧
問
は
…
…
生
産
調
整
へ
の
�
踏
み
切
り
料
�
と
し
て
転
作
の

拡
大
分
に
支
払
う
緊
急
一
時
金
は
、
二
〇
〇
八
年
度
と
〇
九
年
度

の
二
年
分
の
転
作
奨
励
金
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
強
調
し

た
。
ま
た
一
〇
年
産
以
降
の
転
作
奨
励
金
と
し
て
、
今
夏
の
拡
大

分
に
も
産
地
づ
く
り
交
付
金
を
支
払
え
る
よ
う
に
財
源
を
検
討
す

る
考
え
を
表
明
し
た
」
と
い
う
（
〇
八
・
三
・
一
六
日
本
農
業
新

聞
）。
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第３表　米政策改革推進対策予算
07年8月
概算要求

08年1月
農林水産予算

187,193百万円

174,689

132,669

15,000

27,020

5,404

7,100

196,316百万円

180,113

132,669

15,000

32,4441）

5,404

10,800

〔50,0002）〕

米政策改革推進対策

１．産地づくり対策

　　産地づくり対策

　　新需給システム定着交付金

　　稲作構造改革促進交付金

２．耕蓄連携水田活用対策事業

３．過去実績なし案件への対応

〔07年度補正予算・地域水田農業活性化緊急対策〕

注１）収入減少影響緩和対策で10％超減収に対し、生産者拠出金なしの国負担分のみによる補てん
を行うことに合わせ、担い手以外に対しての07年産米に対する追加支援を行なう予算として
5424百万円。
２）08年生産調整拡大のためのメリット措置として、麦、大豆、飼料作物等の長期生産調整実施
契約（5年）農業者に対し、07年生産調整実施者5万円/10a、非実施者3万円/10aの単年一時金
交付、及び非主食用米低コスト生産技術確立試算金契約（3年）農業者に対し5万円/10aの緊急
一時金交付のための予算。

�
緊
急
一
時
金
は
…
…
二
年
分
の
転
作
奨
励
金
�
な
ど
と
は
ど

こ
に
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
し
、
新
規
転
作
分
は
産
地
づ
く
り
交

付
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
い
う
通
達
が
あ
っ
た
こ
と
も
聞
い
て

い
な
い
。
現
場
で
は
対
応
に
混
乱
す
る
の
で
は
な
い
か
。

不
可
解
と
い
え
ば
も
う
一
つ
、�
行
政
の
関
与
の
強
化
�
を
あ
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〇
八
・
一
二
・
二
九
付
日
本
農
業
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
全
国
農
協
中
央
会
の
広
報
、
水
田
農
業
基
本
対
策
確

立
特
集
は
、
今
回
の
米
政
策
見
直
し
内
容
の
説
明
の
一
節
に
�
行

政
の
関
与
強
化
�
―
全
地
域
で
の
達
成
に
全
力
―
と
い
う
見
出
し

を
つ
け
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。

�
生
産
調
整
の
実
効
を
確
保
す
る
上
で
重
要
な
の
が
行
政
の

関
与
強
化
で
す
。
生
産
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
行
政
や
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
な
ど
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
全
力
を
挙
げ
る
と
と
も

に
相
互
連
携
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
大
幅
な
過
剰
作
付
け
と

な
っ
て
い
る
都
道
府
県
・
市
町
村
で
は
、
必
要
な
場
合
に
生
産

調
整
目
標
達
成
合
意
書
の
締
結
を
行
う
こ
と
や
、
生
産
調
整
非

協
力
者
か
ら
集
荷
し
て
い
る
業
者
に
対
す
る
強
力
な
要
請
、地

域
協
議
会
に
よ
る
目
標
配
分
・
作
付
・
収
穫
の
各
段
階
に
お
け

る
取
り
組
み
情
況
の
把
握
対
応
な
ど
に
よ
り
、
全
都
道
府
県
、

全
地
域
で
生
産
調
整
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
ま

す
�

�
行
政
の
関
与
強
化
�
の
必
要
性
は
、
生
産
調
整
に
苦
労
し
た

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
実
感
で
は
あ
ろ
う
。
が
、
生
産
調
整
が
�
自
給
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率
向
上
が
必
要
な
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
な
ど
や
飼
料
用
米
、
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
米
等
非
主
食
用
米
の
生
産
を
着
実
に
定
着
さ
せ

る
�（「
…
予
算
の
概
要
」）
た
め
の
施
策
で
あ
る
限
り
は
、
本
来
、

国
の
施
策
と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。�
米
穀
の
生

産
者
…
…
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
所
に
よ
り
、
米
穀
の
生

産
調
整
に
関
す
る
方
針
を
作
成
し
、
…
…
農
林
水
産
大
臣
の
認
定

を
受
け
る
�（
食
糧
法
第
五
条
）
今
の
や
り
か
た
は
、
基
本
的
に
間

違
っ
て
い
る
と
私
は
考
え
る
も
の
だ
が
、�
農
業
者
の
農
業
団
体
の

主
体
的
な
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
�
な
ど
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
が
は
っ
き
り
し
た

そ
れ
は
始
ま
る
前
か
ら
予
想
さ
れ
て
い

た
こ
と
だ
っ
た
が

以
上
は
、�
行
政
の
関
与
強
化
�
な
ど
で
お

茶
を
濁
す
の
で
は
な
く
改
め
て
生
産
調
整
の
政
策
的
位
置
付
け
を

明
確
に
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。

つ
け
加
え
て
い
え
ば
、
今
回
の
見
直
し
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

〇
七
・
一
〇
・
二
六
自
民
党
コ
メ
緊
急
対
策
で
も
�
二
〇
年
産
の

生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、
主
食
用
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
確
保
で

き
る
よ
う
…
…
全
都
道
府
県
、
全
地
域
で
、
目
標
を
達
成
で
き
る

よ
う
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
��
こ
の
た
め
、
国
・
都
道
府
県

・
市
町
村
は
、
生
産
調
整
の
確
保
に
積
極
的
に
関
与
す
る
観
点
か

ら
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
�
と
し
て

�
適
切
な
生
産
調
整
の
目
標
の
設
定
、
目
標
の
配
分
・
作
付
け

・
収
穫
等
の
各
段
階
に
お
け
る
取
組
情
況
の
把
握
と
適
切
な
指

導
、
生
産
調
整
非
実
施
者
に
対
す
る
働
き
か
け
、
結
果
と
し
て
目

標
を
達
成
し
な
い
都
道
府
県
・
地
域
に
対
す
る
産
地
づ
く
り
交
付

金
の
調
整
等
の
措
置
を
講
じ
る
�

と
い
っ
て
い
た
。�
目
標
の
設
定
��
目
標
の
配
分
�
も
�
国
・
都
道

府
県
・
市
町
村
�
が�
講
ず
る
措
置
�
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、

も
は
や
�
農
業
者
・
農
業
者
団
体
が
、
国
・
都
道
府
県
か
ら
提
供

さ
れ
た
需
給
に
関
す
る
情
報
や
市
場
の
シ
グ
ナ
ル
を
基
に
、
自
ら

の
販
売
戦
略
に
即
し
て
生
産
を
実
行
し
て
い
く
「
農
業
者
・
農
業

団
体
の
主
体
的
な
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
」�
と
は
い
え
な
い
だ
ろ

う
。
こ
の
引
用
文
は
見
直
し
前
の
「
…
…
概
算
要
求
の
概
要
」
に

あ
っ
た
文
章
だ
が
、見
直
し
後
の「
…
…
農
林
水
産
予
算
の
概
要
」

で
は
こ
の
文
章
は
な
く
な
り
、
先
に
引
用
し
た
�
自
給
率
向
上
が

必
要
な
…
…
麦
、
大
豆
等
非
主
食
用
米
の
生
産
を
着
実
に
定
着
さ

せ
る
�
と
い
う
文
章
に
替
わ
っ
て
い
る
。�
行
政
の
関
与
強
化
�
が

結
果
す
る
変
質
に
、
行
政
は
流
石
に
気
付
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の

必
要
性
を
行
政
に
先
ん
じ
て
指
摘
し
た
自
民
党
は
、
あ
そ
こ
ま
で

考
え
て
い
る
の
だ
と
す
る
な
ら
、
食
糧
法
改
正
も
い
う
の
が
筋
で

は
な
い
か
。
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���������������
１

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
を
基
礎
に
し
た
小
規

模
・
高
齢
化
集
落
へ
の
支
援

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
は
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業

生
産
を
維
持
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
当
該
地
域
に
お
け
る
農
業
の
多
面
的
機
能
を
維
持

発
揮
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
始
め
ら
れ

た
。
今
年
度
で
九
年
目
に
な
る
。

こ
の
制
度
に
は
、
対
象
市
町
村
（
対
象
農
用
地
を
有
す
る
市
町

村：

一
、
一
三
〇
）
の
九
二
％
に
あ
た
る
一
、
〇
四
〇
市
町
村
が

参
加
し
（
表
１
）、そ
こ
に
は
、
六
六
万
五
〇
〇
〇
�
の
農
地
、
す

な
わ
ち
、
中
山
間
地
域
の
耕
地
面
積
二
〇
三
万
�
の
三
分
の
一
が

入
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
中
山
間
地
域
の
農
業
の

維
持
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
高
い
評
価
が
、
多
く
の
市
町
村
か

ら
与
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
制
度
を
前
提
に
、
来
年
度
か
ら
、
小
規
模
で
高
齢
化
し
て

い
る
集
落
（
農
家
戸
数
が
一
九
戸
以
下
で
、
農
家
人
口
の
高
齢
化

率
が
五
〇
％
以
上
の
集
落：

限
界
集
落
）
へ
の
支
援
モ
デ
ル
事
業

が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
に
参

加
し
て
い
る
集
落
が
、
小
規
模
・
高
齢
化
集
落
に
存
在
す
る
水
路

・
農
道
等
の
保
全
管
理
活
動
を
お
こ
な
い
小
規
模
・
高
齢
化
集
落

を
支
援
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
助
成
す
る
と

い
う
事
業
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
の
進
行
の

な
か
で
、
小
規
模
・
高
齢
化
集
落
の
農
業
基
盤

農
業
生
産
を
維

持
し
、
そ
れ
ら
集
落
の
維
持
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

２

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
と
そ
の
現
状

こ
の
モ
デ
ル
事
業
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
中
山
間
地
域
直
接
支

払
制
度
の
現
状
を
、
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。

中
山
間
地
域
に
お
け
る
小
規
模
・

高
齢
化
集
落
支
援
の
モ
デ
ル
事
業

東
洋
大
学
教
授

服
部

信
司

農村と都市をむすぶ２００８．４
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�

（
集
落
）
協
定
と
協
定
数

こ
の
制
度
は
、
上
述
の
よ
う
に
、�
中
山
間
地
域
に

お
け
る
農
業
生
産
を
維
持
し
、
耕
作
放
棄
地
の
拡
大

を
防
止
す
る
と
共
に
、
当
該
地
域
に
お
け
る
多
面
的

機
能
の
維
持－

発
揮
を
目
的
�
と
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
の
目
的
の
も
と
に
、
対
象
農
地
を
中
山

間
地
域
に
お
け
る
傾
斜
地
に
絞
っ
て
い
る
。
田
の
場

合
は
、
傾
斜
１
／
１
０
０
以
上
、
畑
の
場
合
は
傾
斜

８
度
以
上
の
傾
斜
地
で
あ
る
。

各
集
落
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
傾
斜
地
を
持
つ
農

家
が
集
ま
り
、
傾
斜
農
地
に
お
い
て
農
業
生
産
を
継

続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
農
業
生
産
活
動
に
関

連
し
た
多
面
的
機
能
を
維
持
―
発
揮
す
る
活
動
を
お

こ
な
っ
て
い
く
た
め
の
協
定（
集
落
協
定
）を
結
ぶ
。

こ
の
集
落
協
定
が
、
直
接
支
払
を
受
け
る
前
提
と
な

っ
て
い
る
。
集
落
に
お
い
て
、
傾
斜
地
を
持
つ
農
家

が
一
戸
し
か
な
い
場
合
な
ど
に
は
、
一
戸
に
よ
る
個

別
協
定
と
な
る
。

現
在
、
協
定
総
数
は
二
八
、
七
一
二
に
お
よ
ん
で

い
る（
表
２
）。う
ち
、
集
落
協
定
二
八
、
二
五
七（
九

八
・
四
％
）、個
別
協
定
四
五
五
（
一
・
六
％
）
で
、

集
落
協
定
組
織
が
、
圧
倒
的
に
多
い
。

な
お
、
協
定
の
内
訳
で
、「
基
礎
」、「
体
制
整
備
」

表１交付市町村数（平成１９年度）

注１） 対象農用地を有する市町村
注２） 交付金（直接支払）が交付された市町村
資料：農林水産省農村振興局、「平成１９年度 中山間地直接支払制度の実施状況（見込み）」

表２協定数（平成１９年度）

注１） 適正な農業生産活動に取り組む場合
注２） 適正な農業生産活動に加え、機械・農作業の共同化等に取り組む場合
資料：表１と同じ

�����������������中山間地域における小規模・高齢化集落支援のモデル事業
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と
あ
る
が
、「
基
礎
」
と
は
、「
適
正
な
農
業
生
産
活
動

に
取
り
組
む
場
合
」、「
体
制
整
備
」
は
「
適
正
な
農

業
生
産
活
動
に
加
え
、
機
械
・
農
作
業
の
共
同
化
に

取
り
組
む
場
合
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
区
分
が
生
ま

れ
た
の
は
、
第
二
期
の
発
足
時
（
二
〇
〇
五
年
）
に

お
い
て
、
集
落
協
定
組
織
の
体
制
整
備
が
意
識
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。

協
定
総
数
二
八
、
七
一
二
の
う
ち
、「
基
礎
」
が
一

五
、
一
八
七
（
五
三
％
）、「
体
制
整
備
」
が
一
三
、

五
三
四（
四
七
％
）と
な
っ
て
い
る
。
数
の
上
で
は
、

両
者
は
お
よ
そ
半
々
で
あ
る
。「
体
制
整
備
」
ま
で
行

っ
て
い
る
集
落
協
定
の
規
模
の
方
が
大
き
い
の
で
、

参
加
面
積
八
〇
・
八
万
�
の
内
訳
を
見
る
と
、「
基

礎
」
一
三
・
七
万
�
（
二
一
％
）、「
体
制
整
備
」
五

二
・
七
万
�
（
七
九
％
）
で
あ
り
、「
体
制
整
備
」
の

参
加
面
積
は
「
基
礎
」
の
四
倍
近
く
に
及
ん
で
い
る

（
表
３
）。

�

支
払
単
価

こ
う
し
た
傾
斜
地
へ
の
支
払
は
、
中
山
間
地
域
の

生
産
上
の
不
利
性
を
補
う
た
め
に
、
平
地
と
の
生
産

費
の
差
を
支
払
う
こ
と
を
基
準
と
し
て
い
る
。
二
〇

〇
〇
年
に
発
足
し
た
際
の
直
接
支
払
の
単
価
は
、
田

の
急
傾
斜
地
（
１
／
２０
以
上
）
二
一
、
〇
〇
〇
円
、

表３直接支払の交付面積（平成１９年度）

資料：表１と同じ

表４ 中山間地域直接支払制度の単価

注１）１／２０以上
注２）１５度以上
注３）１／１００－１／２０
注４）８度－１５度
資料：表１と同じ

（円／１０ア－ル）
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同
緩
傾
斜
地
（
１
／
１
０
０

―
１
／
２０
）八
、〇
〇
〇
円
。

畑
の
急
傾
斜
地
（
一
五
度
以

上
）
一
一
、
五
〇
〇
円
、
緩

傾
斜
地（
八
―
一
五
度
）三
、

五
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
の
第
二
期
に

お
い
て
、「
基
礎
」
と
「
体
制

整
備
」
の
二
本
立
て
に
な
っ

た
こ
と
に
照
応
し
、
支
払
単

価
も
「
基
礎
単
価
」
と
「
体

制
整
備
単
価
」
の
二
本
立
て

に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
田

の
急
傾
斜
地
の
場
合
、
基
礎

単
価
一
六
、
八
〇
〇
円
／
一

〇
ア
ー
ル
、
体
制
整
備
単
価

二
一
、〇
〇
〇
円
で
あ
る（
表

４
）。第
一
期
の
単
価
が
体
制

整
備
単
価
と
な
り
、
基
礎
単

価
は
そ
の
八
割
と
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

�

一
協
定
平
均
の
姿

現
在
、
二
八
、
七
一
二
の

協
定
が
あ
る
が
、
表
５
で
、
そ
の
一
協
定
平
均
の
姿
を
見
て
お
こ

う
。全

体
の
一
協
定
平
均
を
取
れ
ば
、
参
加
者
二
三
人
、
参
加
面
積

二
三
�
、
直
接
支
払
の
交
付
金
額
一
八
二
万
円
、
一
人
あ
た
り
八

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
基
礎
、体
制
整
備
の
内
訳
で
見
る
と
、「
基
礎
」の
場
合
、

参
加
者
一
七
人
、
面
積
九
�
、
交
付
金
額
八
九
万
円
、
一
人
あ
た

り
五
・
三
万
円
。「
体
制
整
備
」
の
場
合
、
参
加
者
三
〇
人
、
面
積

四
〇
�
、
交
付
金
額
二
九
〇
万
円
、
一
人
あ
た
り
九
・
五
万
円
で

あ
る
。「
体
制
整
備
」
の
方
が
、
面
積
で
約
五
倍
、
一
人
あ
た
り
の

交
付
金
額
で
見
て
も
、「
基
礎
」
の
倍
近
い
規
模
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
現
在
の
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
に
お
い
て
、
こ
の「
体

制
整
備
」
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

３

進
行
す
る
過
疎
化
・
高
齢
化
と
耕
作
放
棄
地
の
拡
大

こ
の
よ
う
な
形
で
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
が
実
施
さ
れ
て

き
た
な
か
で
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
過
疎
化
・
高
齢
化
は
進
行

し
続
け
、
耕
作
放
棄
地
も
拡
大
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
集

落
の
減
少

弱
体
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

�

高
齢
化
の
進
行

中
山
間
地
域
に
お
け
る
高
齢
化
率
（
中
山
間
地
域
の
総
人
口
に

占
め
る
六
五
才
以
上
人
口
の
割
合
）
は
、
一
九
九
五
年
（
平
成
七

年
）に
二
一
・
七
％
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
五
年（
平
成
一
七
年
）

表５ １協定平均デ－タ（平成１９年度）

資料：表１と同じ
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〔図１〕高齢化率の推移 

（％） 

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 
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総人口（全国）　　　　　総人口（中山間地域）　　　　　農業従事者（全国）　　 
農業従事者（中山間地域） 

資料：農林水産省 

（単位：％） 
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〔図２〕耕作放棄地面積及び耕作放棄地率の推移 

平成７年 平成12年 平成17年 
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耕作放置面積（平地）　　　　　耕作放置面積（中山間） 
耕作放置地率（平地）　　　　　耕作放置地率（平地） 

資料：農林水産省 
注１：耕作放置地とは、以前耕作であったもので過去１年間以上作物を栽培せず、しかも、この数年の 
　　　間に再び耕作するはっきりした意思のない土地をいう。 
注２：耕作放置地率＝耕作放置面積／（経営耕地面積＋耕作放置地面積）×100

（千ha） （％） 

7.7

11.2

13.1

5.6

209
188

132

67
87

1004.6
3.3

5.6

209
188

132

67
87

1004.6
3.3

図１ 高齢化率の推移

図２ 耕作放棄地面積及び耕作放棄地率の推移

���������������中山間地域における小規模・高齢化集落支援のモデル事業

５５



に
は
二
七
・
三
％
に
上
昇
し
た
（
図
１
）。こ
れ
は
、
日
本
全
体
の

二
一
・
一
％
を
七
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
。
日
本
社
会
全
体
の
少
子
高

齢
化
に
加
え
、
新
規
就
業
を
求
め
る
若
年
層
が
雇
用
の
あ
る
都
市

部
に
流
出
す
る
結
果
で
あ
る
。

高
齢
化
率
を
中
山
間
地
域
の
農
業
従
事
者
に
つ
い
て
み
る
と
、

一
九
九
五
年
の
二
九
・
九
％
か
ら
二
〇
〇
五
年
三
九
・
五
％
へ
と

一
〇
年
間
で
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト
も
上
昇
し
て
い
る
。

全
国
の
農
業
従
事
者
を
と
っ
て
も
、
そ
の
高
齢
化
率
は
三
七
・
八

％
で
極
め
て
高
く
、
中
山
間
地
域
（
三
九
・
五
％
）
と
の
差
は
小

さ
い
が
、
中
山
間
地
域
の
場
合
に
は
、
総
人
口
に
占
め
る
農
業
従

事
者
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
な
か
で
、
そ
の
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

率
が
高
い
の
で
あ
る
。
新
規
農
業
就
業
者
が
ゼ
ロ
〜
極
め
て
少
な

い
と
言
う
状
況
が
続
い
て
き
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。

こ
う
し
た
高
齢
化
の
進
行
は
、
農
業
生
産
活
動－
そ
の
基
盤
維

持
活
動
の
脆
弱
化→

集
落
の
弱
体
化
を
引
き
起
こ
さ
ざ
る
を
え
な

い
。

�

耕
作
放
棄
地
の
増
大

農
業
生
産
活
動
の
弱
体
化
を
端
的
に
示
す
の
が
、
耕
作
放
棄
地

で
あ
る
。
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
、
耕
作
放
棄

地
は
全
国
で
三
八
万
六
〇
〇
〇
�
に
及
ん
だ
（
１
）、耕
作
放
棄
地

率
｛
耕
作
放
棄
面
積
／
（
経
営
耕
地
面
積
＋
耕
作
放
棄
面
積
）｝

は
九
・
七
％
で
あ
る
。
日
本
の
耕
地
面
積
の
一
割
が
耕
作
を
放
棄

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち
、
中
山
間
地
域
の
耕
作
放

棄
地
面
積
は
二
〇
万
九
〇
〇
〇
�
で
、
全
体
の
五
四
％
を
占
め
て

い
る
。

図
２
で
二
〇
〇
五
年
に
至
る
過
去
一
〇
年
間
の
中
山
間
地
域
に

お
け
る
耕
作
放
棄
地
の
推
移
を
見
る
と
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五

年
）
一
三
万
二
〇
〇
〇
�
、
二
〇
〇
〇
年
一
八
万
八
〇
〇
〇
�
、

二
〇
〇
五
年
二
〇
万
九
〇
〇
〇
�
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
五
↓

二
〇
〇
〇
年
へ
と
放
棄
地
面
積
は
五
万
六
〇
〇
〇
�
（
四
二
％
）

増
加
し
、
二
〇
〇
〇
↓
二
〇
〇
五
年
へ
と
二
万
一
〇
〇
〇
�
（
一

一
％
）
増
加
し
て
い
る
。

中
山
間
地
域
に
お
い
て
も
、
耕
作
放
棄
地
は
増
加
し
て
い
る

が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
そ
の
増
加
面
積
・
増
加
率
は
減
少
し
て

い
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
の
意

義
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

鈍
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
耕
作
放
棄
地
の
増
加

は
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業
生
産
活
動
の
弱
体
化
の
表
れ
で

あ
る
と
共
に
、
地
域
社
会＝

集
落
の
弱
体
化
を
示
す
も
の
で
も
あ

る
。

�

農
業
集
落
の
減
少

集
落
の
弱
体
化
は
、
集
落
の
縮
小→

消
滅＝

農
業
集
落
数
の
減

少
に
つ
な
が
る
。

一
九
八
〇
年
に
一
四
万
二
三
七
七
で
あ
っ
た
農
業
集
落
は
、
一

九
九
〇
年
一
四
万
一
二
二
、
二
〇
〇
〇
年
一
三
万
五
一
六
三
と
な

っ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
の
減
少
数
二
二
五
五
、
減
少
率
一
・
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六
％
、
一
九
九
〇
年
代
の
減
少
数
四
九
五
五
、
減
少
率

三
・
五
％
で
あ
る
。
九
〇
年
代
に
お
い
て
、
農
業
集
落

の
減
少
が
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
社
会
の
少
子
高

齢
化
の
進
行
と
共
に
、
こ
の
傾
向
は
、
二
〇
〇
〇
年
代

に
お
い
て
、
さ
ら
に
進
展
し
て
い
る
と
考
え
て
い
い
の

で
あ
る
。

４

小
規
模
・
高
齢
化
集
落
支
援
モ
デ
ル
事
業

の
発
足

集
落
の
弱
体
化
↓
集
落
の
縮
小
↓
集
落
の
消
滅
、
こ

う
し
た
事
態
の
進
行
を
で
き
る
か
ぎ
り
食
い
止
め
、
農

村
社
会
の
維
持
を
図
る
。
そ
う
し
た
事
態
が
進
行
す
る

な
か
に
お
い
て
も
、
地
域
の
農
業
生
産
基
盤
の
維
持
を

図
り
、
地
域
の
環
境
・
国
土
条
件
の
劣
化
を
防
ぐ
。
こ

う
し
た
目
標
の
も
と
に
、
今
年
度
か
ら
二
年
間
の
期
間

で
、
小
規
模
・
高
齢
化
集
落
支
援
モ
デ
ル
事
業
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

�

主
体
と
そ
の
支
援
活
動

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
に
参
加
し
、
農
業
生
産

活
動
の
継
続
・
多
面
的
機
能
の
維
持
に
取
り
組
ん
で
い

る
集
落
（
そ
の
た
め
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
集
落＝

協

定
集
落
）
で
、
小
規
模
・
高
齢
化
集
落
に
出
向
き
、
そ

こ
に
お
け
る
水
路
・
農
道
な
ど
の
保
全
管
理
活
動
の
取

表６ 小規模・高齢化集落支援モデル事業の単価

資料：農林水産省農村振興局

表７ 平成２０年度予算における中山間地域直接支払関係

資料：農林水産省大臣官房予算課「平成２０年度農林水産予算の概要」

（円／１０ア－ル）
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り
組
み
を
支
援
す
る
協
定
集
落
が
主
体
で
あ
る
。

そ
の
支
援
の
た
め
に
、
①
協
定
集
落
、
②
小
規
模
・
高
齢
化
集

落
、
③
市
町
村
の
三
者
が
「
集
落
連
携
促
進
協
議
会
」
を
設
立
す

る
。

�

対
象
集
落
と
対
象
農
地

対
象
集
落
は
、
農
家
戸
数
一
九
戸
以
下
、
か
つ
、
集
落
に
お
け

る
全
農
家
人
口
の
高
齢
化
率
が
五
〇
％
以
上
の
小
規
模
・
高
齢
化

集
落
で
あ
る
。
対
象
農
地
は
、
そ
う
し
た
集
落
に
お
け
る
①
傾
斜

地
（
田：

１
／
１
０
０
以
上
、
畑
八
度
以
上
）、②
草
地
比
率
の
高

い
（
七
〇
％
以
上
）
地
域
の
草
地
、
③
自
然
条
件
に
よ
り
小
区
画

・
不
整
形
な
田
（
平
均
二
〇
ａ
以
下
）
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
直

接
支
払
制
度
に
お
け
る
対
象
農
地
と
同
じ
で
あ
る
。

�

助
成
内
容
と
助
成
単
価

上
記
の
支
援
活
動
に
対
し
、
一
〇
ア
ー
ル
あ
た
り
田
五
、
〇
〇

〇
円
、
畑
三
、
〇
〇
〇
円
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
、
こ
れ
と
併
せ
て

地
方
公
共
団
体
か
ら
田
一
〇
、
〇
〇
〇
円
、
畑
六
、
〇
〇
〇
円
が

交
付
さ
れ
る
。
合
計
、
田
一
五
、
〇
〇
〇
円
、
畑
九
、
〇
〇
〇
円

で
あ
る
（
表
６
）。

田
の
場
合
の
支
援
単
価
一
五
、
〇
〇
〇
円
は
、
中
山
間
地
域
直

接
支
払
制
度
に
お
け
る
急
傾
斜
地
の
場
合
の
基
礎
単
価
一
六
、
八

〇
〇
円
の
約
九
割
、
畑
の
支
援
単
価
九
、
〇
〇
〇
円
は
同
九
、
二

〇
〇
円
の
九
八
％
で
あ
る
。
急
傾
斜
地
の
基
礎
単
価
に
近
い
支
援

単
価
を
設
定
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
小
規
模
・
高
齢
化
集
落
に

出
向
く
協
定
集
落
に
と
っ
て
は
、
出
向
く
コ
ス
ト
が
自
前
に
な
る

わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
支
援
単
価
水
準
は
、
基
礎
単
価
に
近
い
点

か
ら
い
っ
て
妥
当
な
水
準
と
い
え
よ
う
。

�

予
算
規
模

農
林
水
産
省
は
、
平
成
二
〇
年
度
予
算
に
お
い
て
、
こ
の
モ
デ

ル
事
業
に
二
億
三
、
六
〇
〇
万
円
を
計
上
し
て
い
る
（
表
７
）。す

べ
て
が
田
の
場
合
に
は
、
お
よ
そ
四
七
〇
�
、
す
べ
て
が
畑
の
場

合
に
は
約
七
七
〇
�
が
モ
デ
ル
事
業
に
参
加
し
う
る
こ
と
に
な

る
。

５

２
０
１
０
年
度
か
ら
中
山
間
直
接
支
払
制
度
に
組

み
込
み
、
制
度
の
拡
充
へ

二
年
間
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
始
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

経
験
を
踏
ま
え
て
、
二
年
後
に
は
、
本
事
業
に
す
る
と
い
う
こ
と

を
展
望
し
て
い
る
。
本
事
業
と
は
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度

の
一
環
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払

制
度
の
拡
充
と
な
る
。

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
は
、
来
（
二
〇
〇
九
）
年
度
で
第

二
期
が
終
わ
り
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
第
三
期
に
入
る
。
そ
の
第

三
期
に
お
い
て
、
こ
の
モ
デ
ル
事
業
が
本
事
業
の
一
環
と
な
る
展

望
の
基
に
、
モ
デ
ル
事
業
の
推
進

実
り
あ
る
成
果
が
期
待
さ
れ

る
。

（
二
〇
〇
八
年
三
月
二
二
日
）
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編
集
後
記

◎
小
泉
・
安
倍
政
権
が
進
め
た
「
三
位
一
体
改
革
」
で
は
、
地
方

の
税
源
移
譲
分
を
上
回
る
規
模
で
地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
た
。

〇
〇
年
度
の
地
方
交
付
税
は
総
額
二
一
兆
四
、
〇
〇
〇
億
円
あ
っ

た
が
、
〇
八
年
の
そ
れ
は
一
五
兆
四
、
一
〇
〇
億
円
に
落
ち
込
ん

で
お
り
、
厳
し
い
地
方
財
政
に
重
点
配
分
し
た
と
す
る
福
田
政
権

で
も
、
そ
の
流
れ
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
う
し
た
あ
お
り
を
ま
と
も
に
受
け
て
い
る
の
が
自
治
体
の
農

林
水
産
予
算
で
、
〇
八
年
予
算
で
も
三
九
都
道
府
県
で
過
年
度
予

算
を
下
回
っ
た
。
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
医
療
・
介
護
等
の
社
会

保
障
費
の
増
大
や
、
バ
ブ
ル
期
に
先
行
投
資
し
た
巨
額
の
公
共
工

事
の
借
金
返
済
が
か
さ
む
地
方
自
治
体
で
は
、
お
金
も
人
も
農
林

関
係
部
門
が
削
減
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
も
、
乏

し
い
財
政
を
捻
出
し
て
地
方
独
自
の
施
策
を
組
む
自
治
体
も
多

い
。
原
油
高
騰
に
よ
る
肥
・
飼
料
、
資
材
等
の
値
上
が
り
が
、
厳

し
い
経
営
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
折
り
、
こ
う
し
た
対
策
が

個
別
経
営
体
・
地
域
の
元
気
に
つ
な
が
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

と
こ
ろ
で
〇
八
年
度
予
算
で
は
、
農
林
水
産
予
算
を
は
じ
め
、

教
育
や
社
会
保
障
費
な
ど
国
民
生
活
に
直
結
す
る
予
算
が
厳
し
い

抑
制
型
で
あ
る
の
に
対
し
、
国
防
・
安
全
保
障
関
連
予
算
は
五
兆

円
近
い
水
準
を
維
持
し
続
け
て
い
る
。
特
に
、
日
米
同
盟
を
基
軸

と
し
た
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｄ
）、海
上
自
衛
隊
の
イ
ン

ド
洋
派
遣
経
費
、
海
外
作
戦
を
想
定
し
た
哨
戒
機
購
入
費
や
在
日

米
軍
再
編
経
費
な
ど
に
は
惜
し
げ
も
な
く
つ
ぎ
こ
む
大
盤
振
舞
。

な
か
で
も
在
日
米
軍
駐
留
経
費（
思
い
や
り
予
算
）だ
け
で
も
二
、

〇
〇
〇
億
を
超
え
、
こ
の
中
に
は
米
兵
に
バ
ー
や
ゴ
ル
フ
場
整
備

な
ど
基
地
内
の
娯
楽
施
設
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
の
人

件
費
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
戦
中
戦
後
を
通
し
て
辛
酸
を
な
め
、

復
興
に
尽
し
た
世
代
に
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
導
入
の
冷
た
い

仕
打
ち
を
行
な
い
、
米
軍
に
は
要
求
も
言
動
も
さ
れ
る
が
ま
ま
。

こ
の
国
の
政
治
は
こ
れ
で
本
当
に
良
い
の
か
。

◎
春
た
け
な
わ
、
厳
し
い
寒
さ
を
経
た
だ
け
に
花
々
の
鮮
や
か
さ

が
目
に
し
み
る
。
昨
今
、
季
節
の
移
ろ
い
が
、
の
ん
べ
ん
だ
ら
り

と
し
ま
り
が
無
く
、
そ
れ
も
温
暖
化
の
影
響
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
季
節
は
確
実
に
め
ぐ
っ
て
い
る
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ス
イ
セ
ン
な
ど
の
球
根
は
冬
の
寒
さ
に
当
た

ら
な
い
と
花
は
咲
か
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
低
温
に
反
応
し
て
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
を
「
春
化
」
と
い
う
そ
う
だ
。

人
間
に
と
っ
て
春
化
と
は
な
に
か
を
考
え
る
。
成
長
過
程
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
な
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

春
は
ま
た
、
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。
省
庁
間
配
転
で
こ
の
春

を
期
し
て
新
し
い
職
場
に
身
を
移
す
人
も
多
い
。�
希
望
�
と
は
い

え
、
万
感
の
思
い
と
不
安
を
背
負
っ
た
船
出
と
察
す
る
。
新
し
い

歩
み
の
道
程
に
は
�
厳
冬
の
季
節
�
は
あ
っ
て
も
、
や
が
て
春
化

す
る
こ
と
を
切
に
願
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

（
太
田
）
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